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の測量･測定器牛方

高い精度と機動性を追求したレベル付トランシットコンパス

高感度磁石分度、帰雰式5分読水平分度、望遠鏡
付大型両面気泡菅等を備えて、水準測量をはじめ
あらゆる測量にこの－台で充分対応できます。

望遠鏡気泡菅：両面型52％ミラー付
磁石分度：内径70％1｡又は30目盛

高度分度：全円1目盛

水平分度：5分目盛O-bac帰零方式
望遠窺：12倍反転可能
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二人が同時視できる最高水準の双視実体鏡

判読作業、討議、初心者教育、説明報告に偉力
を発揮します。眼基線調整、視度調整、Yバラ
ークス調整等が個人差を完全に補整します。
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■

操作性に優れたコンピュータ内蔵座標計算式面積線長測定器
直線部分は3点をポイントするだけ、C型の場合
は円弧部分も3点のポイントだけで線上をトレー
スする必要がありません。微小図形から長大図面
まで、大型偏心トレースレンズで座ったままのラ
クな姿勢で測定できます。c型はあらゆる測定デ
ータを記録するバッファ付ミニプリンタを装備し、
しかも外部のコンピュータやプリンタとつなぐ為
のインターフェイスを内蔵しています。

．直線図形は1頁点をポイントするだけで迅速測定
■曲線図形も正確に計れる
．面槙のほか、線長を同時測定

，縮尺単位を反映して自動計算
，線分解能:0.05mmの高性能

，コートミレス、コンパクト設計

，偏心トレースレンズとダイヤモンドローラー採用

X-PLANaepc

，座嬢面槙､辺長､半径､弧長を測定

，3点ポイントによる円弧処理
，見積計算にもべんりな電卓機能
，既知点,こよる座標軸設定

，プリンタバッファ､データのナンバリング機能､等
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新年のごあいさつ

新しい年を迎え，全国の会員の皆様に心から新春のお喜びを申し上げます。

平成3年を振り返ってみますと,戦後50年近い歴史の中でも特に激動の1年であったか

と思います。経済超大国となった日本が，国際社会の中でいかなる役割を担うべきかとい

うことが強く問われた年ではなかったかと思います。新年早々に始まった湾岸戦争，東西

冷戦の終結とソ連邦の解体，朝鮮半島情勢の変化，どれひとつ取っても戦後の歴史の中で

画期的なことであり，これらの情勢に対し，はたしてわが国は適切な対応をしてきたか，

課題は新しい年に引き継がれたといえましょう。昨年秋には宮沢政権が発足し，山積する

内外の難問題に取り組んでいますが，本年は日本の進路を左右する重要な年になろうかと

思います｡戦後50年近くわが国は戦争の惨禍にさらされることなく，復興から繁栄へと恵

まれた歩みを続けてまいりましたが，年々歳々年改まるごとにその幸せをかみしめている

ところでありまして，平成4年も世界の平和と秩序が維持され，わが国もその有力な一員

として国際貢献ができることを願わずにはいられません。

ところで，わが国経済はここ数年個人消費，設備投資とも着実に増加するなど内需主導

型の景気拡大を順調に続けてまいりましたが，昨年の証券・金融不祥事等を契機にバブル

経済がはじけ減速傾向を呈してまいりました。林業と密接な関係にある住宅建設も，ここ

数年の堅調な推移から落ち込みに転じ，関連する木材産業にもかげりが見え始めてまいり

ました。このことは立木価格に跳ね返り，林業経営の採算性の低下をもたらし，林業労働

者の減少・老齢化等と相まって，森林管理のための投資と作業量が減退し，森林管理が十

分に行われているとはいえない状況となっています。

一方経済生活の発展下で，国民の意識の中には物の豊かさを求めるよりゆとりの追求，

環境重視の考え方が台頭し，快適で心の安らぎを得られる自然環境としての森林に対する

関心と期待が一段と高まってきております。世界的に見ても，地球規模での環境問題とし

て，二酸化炭素の増加，地球温暖化等の懸念から，熱帯林の減少とこれに対する対応の問

題が国際的課題となってきています。昨年秋，林業に関する世界的会議としてはわが国で

初めて開催されたシニアフォレスター会議でも，この問題が真剣に討議され，世界のフォ

レスターが心を一にして，この課題に取り組んでいこうとの決意を誓い合ったことは記憶

に新しいところであります。

昨年は，当協会にとりまして，大正10年に興林会として発足以来創立70周年を迎えた

節目の年であり，5月の総会に合わせて,記念行事を開催するとともに,『林業技術の70年

一会誌に見る日林協の歩み』の記念写真集を会員のお手もとにお届けいたしました。70

周年の記念すべき年を迎えて，当協会の業務運営も林野庁をはじめ多くの関係機関のご支
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社団法人日本林業技術協会

理事長鈴木郁雄

援のもと，全国の会員各位のご協力を得て，事業も順調に伸展しておりますことに対し，

心からお礼申し上げたいと存じます。

会員数も全国に13,300名余に上り,近年の減少傾向の中で昨年の4月以来増加傾向に転

じていることは喜ばしいかぎりと思っています。当協会としましては，公益事業として，

毎月の機関誌『林業技術』の会員への配付のほか諸々の事業を行っておりますが，年々の

会員への配付図書として，ここ数年続いた100不思議シリーズの完結編として『続森林の

100不思議』の編纂に取り組んでおり，近く会員のお手もとにお届けすることができるかと

思います。非公益事業としましては，森林・林業全般に関する調査・研究，航空写真の撮

影，製作，図化に関する事業，海外における森林調査，施業計画の作成等の国際協力事業

を3本の柱として実施しておりますが,平成3年度は予算30億円の規模でおおむね予定ど

おりの事業の進ちょくをみています。ただ，この中で当協会の業務を通じて現れた現象と

して注目すべきことは，リゾート法の制定等を受けて，ここ数年増大の一途をたどってい

たリゾート開発が，バブル経済の破たんとともに，急ブレーキがかかってきたことであり

ます。リゾート開発の多くは，森林を利・活用したスキー場，ゴルフ場，別荘等の開発計

画でありますが，地域住民の，農薬使用，水質保全等に関する懸念，自然保護上の問題提

起等が多くなったことと相まって，企業や第三セクター等の対応も慎重となり，減速傾向

となってきております。当協会としましても，アセスメント等の実施に当たり，時代の要

請に即応し，森林の機能の維持に十分に配慮した調査を行い，各方面のご期待にこたえて

まいらねばならぬと決意しているところであります。海外関係の調査事業につきましては，

平成2年度から林野庁の補助事業として発足した「熱帯林管理情報システム整備事業」が，

タイ・インドネシア2カ国において2年目を迎え，軌道に乗ってまいりました。ランドサ

ット衛星情報をリモートセンシング技術によってデジタル解析を行い，林相図，地形図，

森林調査簿等を作成し相手国に提供し，森林・林業の諸計画の作成に役立ててもらう事業

でありまして，初年度の成果を2カ国に提供したところ，大変喜ばれたことをご報告申し

上げるとともに，本年も当協会としまして，海外林業技術協力の担い手として，よりいっ

そう力を入れてまいる所存であります。

当協会としましては，本年も会員の皆様とともに，ますます多様化，困難化する国の内

外にわたる森林･林業に関する問題に全力で取り組み，林業の職能団体として70年にわた

る歴史と伝統のもとに，その責務を果たしてまいる所存でありますので，いっそうのご支

援．ご協力をお願い申し上げます。平成4年の新しい年が，会員の皆様にとりまして夢多

き明るい年でありますことを祈念しまして，新年のごあいさつとさせていただきます。
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森林･林業と山村の明日へ／
20年，30年後のわが国の人口・労働力問題を先取りしている感のある山村・林業の現状と将来に

ついて，農林家の思い，山村行政長の願い，林政ジャーナリストの視座，山村.林業地域研究者の提

言，都市地域研究者の提案を披れきしていただきました。読者の皆様は，いかがお考えでしょうか。

あとは野となれ山となれ？

やましたそういち

山下惣一

(腱林家）

昨年（平成3年）はさんざんな年だった。

私の住む九州北部は3回も台風の直撃を受け，

農作物はほとんど壊滅状態であった。野菜や稲な

どは単年度作物だから立ち直りは早い。が，果樹

は2～3年，種類によってはもっとかかるものも

ありそうだ。

最も被害の大きかったのが山林である。台風19

号では50年,80年になったスギやヒノキがバタ

バタと倒れて，ほとんど手がつけられない状態で

ある。山林の被害額がどのようにして算定される

のか知らないが，それまで投入してきた人々の労

賃を計算し，空気の浄化や水かん養など入れると

相当なものになるに違いない。まさしく国富の損

失ということになるだろう。

実は，わが家の山林もメタメタにやられた。ど

うしようもない状態なので放置している。

ところが，まことに言いにくいことだけど，正

直に言って，山林がやられたことで私の心の中に

ホッとする部分があるのだ。なんとなく重圧から

解放されたアシケンカノカラといった，ま，言っ

てみれば，戦後の焼け跡の青空みたいな，そんな

気分がある。

壊滅的にやられたおよそ15haのスギとヒノ

キは父が植えたもので，私にとっては，かなりの

重圧だった。それは単に枝打ちや間伐といった山

林業技術No5981992.]

仕事だけではなく，私自身の生き方を問い続ける

ムチみたいな存在だった。

父はいつも言っていた｡｢人間が子供を育てて生

きていくだけなら犬や猫と同じタイ。磯のヤドカ

リだって生きていく」人と犬や猫の違いは何か。

自分が生きたことによって，後から生まれてくる

者がよりよくなるようでなくてはならぬ。これが

父の哲学だった。

父は養子であった。養父，つまり私の祖父が，

酒好きのその日暮らし人間で，蓄積など考えない

人だったようだ。だから，わが家にはスギの木1

本なかった。

「どこそこの家では娘の嫁入りじたくにスギ山

を売った｣とか，「だれそれは，山の木を伐って家

を新築した」そんな村のうわさを聞くたびに，う

らやましくてしかたがない。もし，仮に日本中の

山が美林に覆われたとしても，わが家には1本の

スギもヒノキもない。だれかが植えないかぎり，

永遠にこの状態は続く。父は若いころからこのこ

とばかりを考えていたらしい。

しかし，貧乏百姓だから，日々の生活と子育て

に追われ，山に植林する時間的，経済的余裕はな

かった。山林は長期にわたっての富の蓄積である

から，ゆとりがないとできない。で，父が念願の

植林にかかったのは，還暦を迎えた年からだった。

農業の実権を私に譲り，子育てもひとまず終えた

父は，悲願の植林に取りかかった。

毎年，10αか20αの雑木を伐採し，その跡に苗

を植えていった｡「1年に2反,15年で3町歩は植

えておく」と言っていたが，志半ばにして,1.5ha

を植えて68歳で逝った。

すでに下草刈りの必要はなくなっていたが，枝

打ち，間伐という仕事が私に残された。父から（



トンを渡された第2走者の私は困ってしまった。

時代が悪いとはいいたくないが，世の中せちがら

くなって，私は日々の暮らしで精いっぱい。とて

ものことに山の手入れどころではない。

だから，毎年冬になると，父が植えた山林から

顔をそむけるようにして暮らした。というのは，

夏の間にスギやヒノキに絡みついて木のてつぺん

まで登ったカンネカズラが，冬になると枯れてや

けに目立つからである。その光景はあたかも私の

刹那的な生き方を責め叱責する父の声のように思

われて，私にはつらいのである。

毎年，冬が来るたびに「今年こそ間伐をやろう，

枝打ちをやろう」と決意を新たにするのだけど，

何をどうしてひと冬が過ぎていくのか，毎年毎年

｢今年こそは」のうどん屋の釜。湯（ゆ）うばっか

り。枝打ちのためのハサミやノコギリは梱包され

たまま納屋にある。そんなおりの台風だったから，

父の思いや汗に対しては，そしてせっかく育った

木々には痛恨の思いはあるものの，正直ホッとし

た部分もないわけではない。

これはどうやら私ひとりではないらしい。父の

ような考え方生き方をした先人たちが山に木を植

え，私のような第2走者が放置しているというの

が，山村，山林の普遍的な状況のようだ。あとは

野となれ山となれ，だ。

心は痛む。先人の志を引き継がないで申し訳な

いという思いもある。しかし，山の手入れをする

ゆとりはない。だから，私たちは，父たちの世代

に比べて，非常に貧しい生き方をしていると思う

のである。犬や猫，磯のヤドカリに成り下がって

しまった。ヤドカリどもが背広を着て｢経済大国」

だの「平成景気」だのと言っているのを見ると，

｢何をトボケタことを言うちよるか｣と反発したく

なる。

私は，農民に日本の農業や食糧を守る義務も責

任もないのと同じように，山村の人たちに山林を

守る義務はないと考えている。食えなければ転業

するし，やるだけの価値がなければだれだってや

らない。ボランティアで生きているわけではない。

したがって，山村，山林の荒廃は，かかって政治

5

問題であり，社会のありようが生み出したもので

あり，現代社会の反映だと思う。

6年前にアメリカに行ったときに，ワシントン

州やオレゴン州のまことにみごとな美林に肝をつ

ぶした。日本では，親が子孫のために木を植える

が，農業が世襲制でないアメリカでは，だれが何

のために山に木を植えるのか？その質問をしつ

つこく繰り返していたら，ワシントン州における

林業の資料をどっさりいただいた。が，英語なの

でさっぱりわからなかった。本誌の読者には釈迦

に説法になるが，ほとんど民間会社の管理で，こ

の会社の会長が環境庁長官を務めたこともあると

いうような話であった。日本の営林署の民営化し

たものといったところだろうか？わが国の営林

署は職員の給料を払うために国有林の木を伐って

いるという批判もあるようだが，アメリカでは，

製材所や木材加工など複合経営で，森林業？も

ペイするということだった。なにも親が子孫のた

めに木を植えるだけが林業山林を守り維持する

唯一の方法ではない，と考えたことだった。

昨年は4年ぶりにヨーロッパに行ったら，環境

問題がやたらとうるさかった。例の黒い森が酸性

雨で枯れ始めているとか，粗放農業とか，自然回

帰が時代の潮流となりつつある感じすら受けた。

スイスでは，自然保護団体(この呼称はキライ）

や動物愛護団体の力が強く,｢家畜も幸せに飼育さ

れる権利がある」との主張が広がっているようだ

った。そのためケージ飼育ではなく，放し飼いさ

れた豚やニワトリは，「幸せな豚の肉」「幸せなニ

ワトリの卵」として高値で取り引きされている。

庭の木も直径がいくら以上は公共物だから枝を切

るにも許可がいるとか，屋根の色は赤にしるとか，

自然と景観を守るためにやたらと規制が多い。

その点日本は自由な国である。この自由という

のは実は野放しのことで,r幸せな人間たち｣が自

然や山林を滅ぼしている，成熟途上の国なのであ

る。

途上国の農民だから，私も山の手入れには入ら

ず,その日の日銭稼ぎにあくせくしているのだ｡そ

れで,あとはどうなるか？そんなこと知らない〃
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都市の論理があるならば

さとうとうざぷろう

佐藤藤三郎
(農林家）

目で見る以上に厳しい実態

造林作業も一段落ついて「ヤレヤレ」と思って

いると，今度は老人クラブからの要請でゲートポ

ール場の造成である。それに重なって，定期総会

の準備もだ。

私の住む「元屋敷」という集落では，生産森林

組合の組合長と「部落会」の会長を兼務すること

になっていて，現在私はその仕務を担っている。

過日ある研究者が私の組合の調査に来られて

r組合経営でいちばんたいへんなことは何か｣と質

問された。私は即座に「財政です……」と答えた

のだが，そばにいた市役所の若い職員は「人をま

とめることではないのか」と補足せんとばかりに

言葉を重ねた。

私は無理に人をまとめようと思ったことがない

ので，その方面にはあまり苦労を感じたことがな

いのだけれど，そばで見ていると，きっとさまざ

まな声があるのだろう。

私たちの組合の山林経営面積は57haほどで，

組合員は37名｡そしてその事業内容は造林と育林

が大部分で，ほかは格別何もやっていない。1年

に4日程度の出役によって，山の手入れをしてい

るだけだ。

ところでこのごろは，山の手入れも国の補助事

業に該当する作業が少なくなり，組合の運営に充

てる資金の収入が減ってきた。それで公社造林の

下草刈りを請け負って，その賃金を賦課金に充て

て経営を切り盛りしている。

こうした作業については，組合長など役員の耳

元に届かないところでは，さまざまな意見が出て

いるのかもしれない。ことのほか，若い年代のサ

ラリーマン化した人たちにとっては，山の仕事の

つらさは，どんなに重いものに感じられているか

もわかっていないわけではない。
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だ力曾，私はあえてその作業を続行してきた。賦

課金を現金で集めるのも難しくないのだが，それ

では「組合活動」は半減する，と考えるからであ

る。なぜなら「金」だけを目当てにするのなら，

山もいらないし，組合もないほうがいい。実際

残念ながら山林はそうした状況の中にしかない。

だからなおのこと，「この村に住んでいる」という

証を互いに認め合うために，1年に3度や4度，

いっしょに働いて汗を流す機会が必要なのである。

というのが，私たち役員の考えであって持論でも

ある。したがって，作業のあとには，必ず“あが

り酒”を飲むことにしている。そして久々に合わ

せる顔と心で,rここに生きている」ことの事実を

語り合い確かめ合うのだ。

山村の生活構造は,昭和30年代を境にして大き

く変わらざるをえなかった。石油の輸入拡大と外

材の輸入は，山村住民から仕事を奪い取った。そ

してその行先は，出稼ぎであり，土木作業などの

日雇い労働者になることしかなかった。この確か

な事実は，林業振興の声掛けや林業技術の導入，

さらには山村振興法による施策といえども，止め

ることはできなかった。

次の世代の人たちは，完全な離農ないしは離

村までを企て，就労の場を村外に移したのである。

私は今，これらの世代の人たちを，せめて居住だ

けでもこの地にとどめることはできないものか，

と願望にも似た心でもって見つめている。願わく

ば，「村民意識｣を持ち合わせたうえであればいい

と希望している。そしてそのための方策を，あれ

やこれやと模策している。もはやそれ力§精いっぱ

いで，林業労働力を確保できる手段や方法が「こ

うすればできる｣，などとは義理でも言えない。そ

れほど山村の実情は厳しい。

ここに生き残る2つの試み

繰り返しになるが，私には，いささかな制度の

改善や，技術の導入などで若者の林業への就労が

確保可能になるなどとは考えられない。おそらく

林野庁の職員にして，国家公務員にするといって

もその確保は難しいであろう。2倍，3倍の待遇

をする，というのなら別かもしれないが，いくら

水源かん養だとか国土保全，国民の保健・休養上

の機能が重要，などとくどいても，その犠牲にな



る，などという者はいないと思う。

だがしかし，それでいいはずはない。過日私は，

ささやかな話の中で大きなテーマに気づかされた。

東京で薬局を営む母と従妹にあたる老婆からの電

話がそれだった。

「藤三郎さんたちは毎日あんなにうまいものが

食えて幸せだねえ」と何の気なしに言うひと言だ。

それは，妻がお中元をいただいたお返しの気持ち

に送った，わが家でできた枝豆がおいしかったと

のお礼の言葉なのだ。お世辞も加わっているに違

いないその言葉だが，私の耳には「なんと庶民の

持つ真実の声か」とうれしく悲しく胸に刺さった。

もはや東京などの大都市の市場には，野菜の集

荷が年々少なくなって困っているという。そして，

その穴埋めが外国にゆだねられているといった情

報が頻繁に耳に入る。鮮度を第一に売り込む野菜

までがそうしたぐあいなのだから，こうばしい枝

豆の味など都市住民においそれと届かないのであ

ろう。だからそれをあたりまえで食える私に，「幸

せ」と言ったのだ。その都会的庶民の実感を私は

とても重く受け取ったし,だいじなこと，と思った。

私は，かねてからせめてもの,また,この山村に

生きていることの"事実"を強めるためにも，とい

う思いから，自給野菜の栽培を進めてきた。都市

住民よりもましな生活，それができる特権が山村

に住む百姓にこそあることを実現するためである。

普及所の先生や，経済連の技術者には，私のそ

の一念にも似た思いが必ずしもうまく届きはしな

かったが，「村づくり」の一事業としてそれを指導

してもらった。

農業白書も示すように，加工食品と外食産業の

需要は年々伸びている。しかし，その必要性は上

質でうまいもの嗜好といったことからではない・

食生活の手抜きと，安価を求めるところからであ

る。したがって，買ったものより，外食よりも｢家

でとれたもの」「家で作ったもの」が上質でうま

い，そうした時代に来ていることをうすうす感じ

ていたところに，その老婆は都市の食生活の実態

をずばり訴えたのである。つまり，たんぱく質が

どうの，ビタミンの含有がどうのというのでなく，

とにかく，食べ物の質的条件が，農家のほうがず

っとずっとよくなっているという様を端的に知ら
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しめたのだ。そしてこの大切な事実を私が思うだ

けでなく，周囲の人たちにも重ねて知らしめなけ

ればならない。さらに，村に住むことの価値がま

さにこれだ，ということを理解させたい。そして，

だから自分で食べる米を作る田んぽを手離すな，

畑をも耕せ，とけしかける。国のためでもなく，
ひと

他人のためでもなく，まずオレのために，この村

にいてこれを食べていることのだいじさと必要性

を知らしめることなのである。

もう1つは学校だ

どこの親も変わりなく，今は｢子どもの教育｣の

ことで頭がいっぱいになっている。「教育｣という

より｢進学｣といったほうが確かなのかもしれない。

私の村では過疎が進んで，子どもの数が著しく

減少した。1学年50人ぐらいだったのが,たった

の5～6人になったのだ。

それで，小学校は複式でもしかたがないにして

も，中学校教育はこれでいいのか，と三年越じで

村を挙げて議論した。その結果，ともかく小規模

校は小規模の欠点があるにしても，大規模校にも

それなりの問題がある，と分析され，村には小学

校と中学校を併設してそのままに置くことが，村

民大会を開いて決議された。そして今，そのよう

な形で学校教育にあたっている。折しも私は，こ

の村，すなわち「山元地区」の教育振興後援会の

二代目会長をおおせつかって，その後押し役を担

っている。

この村の小.中併せた学校には70数名だけの児

童.生徒しかいないが，教職員が19名もいる。生

徒4人に職員1人といったぐあいだ。したがって，

よく目が届き，手がかけられ，とても行き届いた

教育が行われている。

私も先日「親子餅つき大会」に呼ばれて行った

が，親も子も，腹いつぱいに餅が食べられて，町

にある大規模校ではとてもできないことがあたり

まえでできる。進学もまた，はなはだ良い成績を

上げているし，ますますそうなるよう学校当局を

激励している。「この子を育てるために，この学校

のあるこの村に住んでいるのがよい」と，そうあ

りたいのだ。

これが続いて森を増やし，林を栄えしめること

と連なれば文句はないのだが．…．．。
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村おこしの鋪点から

森林政策に望むごと
くろさわたけお

黒沢丈夫
(群馬県上野村村長）

古来，日本の森林は，木材等を産出する資源の

場として，さらには林産物を生産する対象として，

山村住民と深いかかわりを持って，山村社会の大

きなよりどころとなってきた。

その森林が，近年，木材に対する代替品や外材

の圧力，燃料改革等によって，木材資源の場とし

ての価値を低下せしめて，山村社会の就業の場を

少なくし，過疎化の引き金を引いた。

私は山村の過疎化は，薪炭が石油にその立場を

奪われて，熱源をガス・電力に求める時代が到来

したことに伴って，職を失った薪炭生産者が，山

村からの転出を余儀なくされたときに始まったと

考えているが，このとき，林政はいかなる対策を

実行したであろうか。

なるがままに放置したのである。

これを，同じ固体燃料で，同様に石油に立場を

奪われた石炭の場合を見ると，政治の対処の仕方

は大いに手厚いものであったのである。

おそらく，行政を担当する林野庁と通産省の考

え方の相違に由来すると思うが，私は，このこと

に見られるような林政の消極性が，今後の森林政

策に及ぶことを，まず憂える者である。

前述したように，森林は木材生産の場としては

立場を低下させていると考えるが，この考え方が，

植林して素材を生産する事業を，産業としては成

り立たなくなっていると認識させているがゆえに，

森林所有者の造林意欲を失わせ，若者をして山村

にとどまって林業の後継者となることを嫌わせて

いる。

だから，従来同様の森林に対する認識では，過

疎化する山村の村おこしのよりどころにはならな

いと私は考えるのであり，ここに森林政策を転換
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しなければならないゆえんがあるのである。

幸いに森林は，木材生産のほかにも大きな役割

を果たしている。

公益を創出していることがそれである。

地球環境の悪化を憂慮する声が高まり，それを

防ぐために，活力ある森林の維持管理の重要性が

説かれている今，山村は，都市住民とともに，活

力ある森林を維持存続せしめるための村おこしを

考えるべき時力営きたのである。

こう考えると，森林政策には転換を要する点が

いくつも出てくる。

その最大のものは，森林を，木材生産の場とす

る考えを主とする立場から，公益の創造を主とす

ることである。

こう主張すると，森林が公的な物となって伐採

が大きく規制されて木材を収穫できなくなると心

配する人があるかもしれないが，活力ある森林を

維持するためには，間伐を何回も行う必要がある

ので何回も収穫できるし，全伐も長伐期になって

過熟林齢になる少し前に行い，その跡に植林する

形に変化するであろうが，反面，相続税や所得税

を大幅に低減または非課税とせよと主張できる立

場も生まれると考える。

この考え方の転換は，植林して素材を生産する

事業が産業として成り立つと考える者にはできな

い。だが，いかに考え直しても私には，山持ちは

金持ちと考えられた，素材生産で山持ちが有利な

所得を得られる時代は，日本社会が経済的先進国

で国民所得が高水準であるかぎり，再来するとは

思えないのである。

外材の輸入量が減少すれば国産材時代が来ると

主張する人がいるが，国産材が多い時代は到来す

るが，労働賃金という産業内の重要な因子が途上

国並みに低下する時代が来ないかぎり，森林経営

が産業として成り立つ時代は来ないからである。

次に重要なことは，国民（地球的には人類）が，

森林の果たす空気の浄化，水源かん養，国土保全

等や，人間生活に及ぼす潤い等をよく認識し，常

に活力ある森林の存続のために，森林地帯すなわ

ち山村に人を定住せしめることの重要性を理解し



てもらうことである。

森林を知らない人の中には，山野は放置しても

春になれば芽が出て草木が生育するという人がい

るが，人手を加えなければ生育しない所もあるし，

公益を十分に果たす活力の不足した森林や，過熟

して幹や根が腐って土砂かん止の力を失い，山地

崩壊の引き金となる林もあるのである。

さらに知ってもらいたいのは，山火事の消火で

ある。

いかに常備消防隊を持っていても，地理不案内

な山野には登れないし，山には水のない所が多い。

だから山男が多人数登って行って，一定の所を定

めて，木を伐ったり枯葉を掃いて防火線を作って

延焼を防ぐことになるが，消えたように見えても，

風向き等によって再度発火することもある。それ

で村人全員の関心事として，何日にもわたって見

回りを要する場合もあるのである。

このような仕事は，木材を生産すればよい所得

が得られた時代には，若い村民が多く，自分たち

の生業にもかかわる面が多かったので，当然のこ

ととして村民全体で対処してきたが，過疎化し，

高齢化比率が20%を超えた今では,山村にそれを

期待しても無理だし，仮にその一部を果たしえて

も長くは続かない。

以上のことを理解し認識してもらえるならば，

森林地帯の社会すなわち山村を永久に存続せしめ

ることの重要性を理解してもらえると思うが，山

村には昭和40年に山村振興法が制定されて以来，

国や都道府県の指導と援助を得て，積極的に村お

こしに努めてきた町村が多いが，それでも過疎化

から脱却することができず，今なお村おこしに苦

しんでいる所が多い。

何か重大な欠陥があるのではあるまいか。

そんな反省から，私はヨーロッパの農山村対策

を少し勉強する気になった。
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そうして，ヨーロッパには，国や州による所得

補償やわが農林業民より充実した社会保障制度に

恵まれた農山村があることを知った。

振り返ってわが国政を見ると，それが都市本

位・組織労働者本位に思えてならない。

昨今，卒業生の農林業参入は年々減少している

が，統計によると今春の農業参入者は2,000人を

割り，林業参入者は300人以下と聞く。

なぜ，こうも農林業を嫌うのであろうか。

それは，平素の所得が不安定で少ないうえに，

退職金ｶなく，社会保障も国民年金または農業者

年金だけで，組織労働者にはるかに及ばず，肉体

労働ができなくなった老後に不安が残るからであ

ると断定せざるをえない。

経済大国と自認し，外国にまで援助の手を差し

延べているわが国政が，国内で自由労働者をこの

ように不遇に放置することは，単に農林業後継者

を失うのみならず，政治の大きな欠落と思うべき

ではあるまいか。
ひん

山村が崩壊に瀕している今，格別困難な情勢下

にある山村の村おこしには，大いに積極進取な森

林政策が必要である。

それは単に木材生産だけを念頭に置いた森づく

りだけでは足りない。総合的で将来を展望した地

域おこし全体に寄与するものでなければならない。

その中には，産業としての一次･二次･三次産業

やこれらを合した六次産業の振興，生活環境の整

備に属する幹線道路の整備促進，医療ならびに福

祉対策の充実，農林業者の老後生活の安定等々，

森林地域社会を永続せしめるための政策をすべて

含めてもらいたいものである。

今や山村社会の過疎化高齢化は，社会としての

機能を果たしえなくなる寸前の状態にある。

早急に，有効な政策が実行されるよう願ってや

まない。

林業技術No.5981992.]
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山村問題の

グローバルな視点
おおたにけん

大谷侭

(元・朝日新聞編集委員）

1．食い違う意識

1991年度国民生活白書は閣議で｢アイデアばか

りで総合性がない」と評判が悪かったようである。

確かに読んでみてふに落ちない。

経済企画庁の分析では，東京圏は「高い土地，

遠い会社で住みにくい｣。これに反し地方はr住ま

いや生活にゆとりがある｣｡豊かさ総合指数では地

方は高位を占め，東京は38位，ビリの46位は埼

玉県と千葉県となっている。しかしなぜ豊かさ総

合指数の低い地域に人が続々集まってくるのか。

この指数とやらは，人間の本音をとらえていない

空虚な数字にすぎない。

最近もう一つ感じたのは，日本人の森林・林業

への無関心ぶりだ。台風，長雨の被害で青森県の

リンゴの被害が大々的にマスコミに流れているが，

各地山林の被害があまり報じられない。NHKが

九州の日田スギの被害を放映したのが目立つくら

いだ。リンゴの復旧は早いが，スギの森林の復旧

は30年以上もかかる｡ただでさえ林業経営は思わ

しくないのに，ここで大きな被害を受けると，森

林再生への意欲を失なってしまうだろう。

日田では倒木を処理するにも人手が集まらず，

使える木でも搬出がままならないので放置せざる

をえず，それ力:山火事などの二次災害につながる

おそれがある。かつて昭和29年9月，北海道を襲

った15号台風は北海道･大雪の森林をなぎ倒した

が，膨大な風倒木の処理と後始末に官民が協力し，

北海道の森林・林業活性化の転期となった。しか

し今，森林に大きな被害が生じても，かえって復

興よりも放棄につながってしまうおそれがある。

この根幹にあるのは，林業に従事する人手がな

いということだ。
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この原因は林業が低収益だということだけでは

ない。林業労働それ自体が，豊かになった日本人

を引き付けなくなった。林業労働は土木作業と並

んで3K業種になってしまい，若者たちは“緑あ

ふれる”山村を捨てて，豊かさ総合指数の低い大

都会へ流出してしまう。特に若い女性は出て行く

と，まず帰ってこない。若い夫婦が成立し，その

カップルが子供を生んでくれないと，その生活集

団は再生産が不可能になり，過疎どころか消滅し

てしまう。高知県はその最たるものだが，国民生

活白書による豊かさの順位は29位,東京など関東

圏より上位というのはどうしてだろうか。

しかも過疎と過密は対極的のように見えながら，

日本全体としては高齢化社会，つまり若年層の減

少，老人の増加，労働力の不足に追い込まれてい

る。実は過疎地域は日本全体に先駆けて，これら

の現象が早期に現れた，いわば高齢化社会の“先

進地帯”でもある。

2人口論の再検討

これからの日本や世界を考える場合，人口論の

視点が不可欠である。戦後日本では人口論は不毛

であった。戦前は膨大な農村過剰人口をどう処置

するかが大問題であり，アメリカ，南米への移民

で事足りず，満州を半植民地化して開拓団を送り

込むことをした。大東亜戦争という日本の侵略行

為も，一つは日本の過剰人口に原因があった。

戦後，日本は植民地のすべてを失い，兵士の復

員，海外居住者の引き揚げ，爆撃された都市から

の疎開等で農村人口は膨らんだ。私は昭和25年

に，大学の農村実態調査のため，丹波の山村に入

った。夏の盆の季節だったが村人がいっぱいで，

村長さんは「二，三男をどうしたらよいのか，村

には仕事がない，都会に仕事はないか」と学生の

私たちにまで訴えた。

この村長の悩みは急速に解消した。東海道，瀬

戸内から北九州に至る沿海工業地帯の発展は，す

べての過剰労働力ばかりか，山村維持のため最低

限必要な人数まで吸収し尽くそうとしている。

戦前，戦後にかけて農村の最大課題だった

｢二・三男対策｣という言葉がなくなった。最近の



若い夫婦は二・三男どころか，長男さえなかなか

生まなくなった。いや，山村には若い夫婦さえ見

当たらない。赤ん坊の泣き声もわんぱくどもの声

も消え，いまひっそり静まりかえっている。地域

共同体が継続する必要条件は子を生む夫婦の存在

である。村の女性が都会に出て帰ってこないとす

れば，フィリピンや韓国から女性を招いて「国際

結婚」しようということになる。これにはいろい

ろのケースもあって，成功も失敗もある。事態は

ここまで進んできたのである。

＊＊＊

日本は過密と過疎をはらみながら，総体として

労働力不足と高齢化現象に陥っているが，これを

グローバルな見地から考え直してみよう。

世界もまた先進国の労働力不足，高齢化，開発

徐k国の人口急増，過剰と対極的である。労働力

不足の国が過剰な国から労働力を吸収すればよい

というが，政治，生活，文化が異なる国からの人

口流入はきしみを生む。先進国において外人労働

者排除の右翼的運動が盛り上がっているくらいだ。

人口が急増する国は貧しいが，圧倒的な人口は

それ自体大きなパワーである。11億の民衆を抱え

る中国は，それだけで世界政治に無言の圧力とな

っている。中国の要人は「中国が近代化に失敗す

れば，多数の難民が日本に押しかけますよ」と言

い，日本の経済援助は日本のためでもあるように

言っている。勝手な言い分のようだが，そこには

真実味がある。

しかも東南アジアは今，世界でもっとも活気あ

る地域となっているが，人口問題として①都市へ

の集中，②沿海地帯への集中現象が生じている。

加えて社会主義国の経済活性化の手段として，東

北アジアでは「環日本海経済圏」「環黄海経済圏」

がもてはやされ，中国自体に「沿海地域経済発展

戦略」がある。これが成功すれば日本と同じ現象，

山地の過疎，貧困，沿岸都市の過密という現象が

生ずる。山地に豊かな資源があっても，それを生

かすのは沿海部ということになってしまう。

低開発国は先進国からの経済援助，医療援助に
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よって人口増加が加速化され，それを賄うため森

林の焼畑化，牧草地化が進み，輸出用の木材伐採

に励む。そして熱帯林の消滅が加速度的になる。

森林減少による水源の枯渇が，これまた農村人口

流出の原因となる。そして農村から流れ込む人口

を支えきれず，都市のスラム化を招き，さらに日

本への出稼ぎにまで発展する。

3．南北間の相克

地球環境問題が大々的に取り上げられ，森林保

護が重要な焦点になり，熱帯林を伐るなの声が高

い。しかし熱帯林を持つ国は，激増する人口を支

えるため，森林伐採がやめられない。先進国が豊

かすぎる近代生活への反省から，ことさら環境問

題を取り上げると，低開発国は「我々も先進国並

みの近代生活を味わいたい」と主張する。自らを

｢発展途上国｣と呼ぶのは，近代的発展を熱望して

いるからであり，ここに南北間の意識の相克があ

る。

戦後の日本が体験した人口法則は，貧しいとき

は人口力轄え，豊かになれば人口が停滞するとい

うことである。低開発国が先進国並みの近代化を

達成すれば世界の人口問題は解決するが，それに

は少なくとも100年はかかる。その間は人口増加，

近代化に伴う地球環境汚染は続くのであり，した

がって都市のスラム化，森林の破壊，山村の荒廃

も続く。

日本は卓越した経済力で低開発国を援助しなが

ら，同時に地球環境保全に力を尽くさなければな

らない。その点，日本が山村維持のためのノウハ

ウを蓄積し，森林保全と両立しうる林業体系を確

立しておく必要がある。だが，残念ながら日本自

体がまだしっかりした方策をつかんでいない。森

林を巡って林業，山村経済，リゾート等々のキー

ワードがあり，日本の経済力をもってすれば何と

か解決がつくだろう。その証拠に日本の森林はま

だまだ立派に保全されている。ひとつ世界の山村

問題解決の模範答案を日本自身が提出しようでは

ないか。

林業技術No.5981992.1
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山村人口を維持するために
－山村に新しい概念を

ふじたよしひさ

藤田佳久
(愛知大学文学部教授）

1．「ニシン不漁」と「林業不況」および｢過疎化」

わが国の山村から多くの人々が去るようになっ

て早くも30年の月日が流れ，また,大量の外材輸

入によって林業不況が叫ばれるようになって25

年にもなる。その結果，今日の山村の多くは,ス

ギやヒノキの人工林が植えられる所はすべて植え

られたのに対して，伐採や植栽の動きは数少なく，

全体として黒ずんだ山々と，その中で息を潜める

かのように生活をする高齢の人々のかすかな動き

のみが，人のにおいを感じさせるにすぎなくなっ

てしまった。それはさらに，高齢者さえもしだい

にその姿を消すことにより，確実に「社会的空白

地域」を形成しつつある過程だともいえる。すで

に，いわゆる「過疎」とか「林業不況」という用

語の中味は動かせぬ前提になり，あの30年前ごろ

までの木材景気に沸いた山村の活況への思いから

くる「林業不況」感は，かって，姿を消したニシ

ンが戻るのを夢見続け，結局，浜を捨てざるをえ

なかった北海道の漁師たちの思いに似ている。ニ

シンが戻ってこなかったのは乱獲説もあるが,生

態系の変化によるとする説も強い。生態系の変化

は，まさに地球環境自体の変化であり，小手先の

対応でニシンが戻ってくるわけではなかった。

いわゆる「過疎化」も「林業不況」も,そのよ

うなニシン漁不振の背景に似て，高度経済成長を

その転回のエネルギーとして，産業構造およびそ

れに伴う社会構造が大きく変化し，日本社会の座

標軸が大きく動いてしまったことに起因する。し

たがって，座標軸がまだ転回する前の，かつて山

村に人々がにぎやかに住み，木材景気に沸いたこ

ろを夢見ることは，消えたニシンを依然として追

うこととよく似ている。特に，外材輸入の増大は，
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林業経済はもちろん，それゆえに山村経済や山村

社会までも国際経済の循還の中に組み込んでしま

ったことを意味している。それはちょうど,ニシ

ン不況の背景にある地球環境自体の変化というよ

うな，漁民だけでは手がつけられないほどの，大

きなシステムの変化の中に組み込まれてしまった

のとよく似ている。

したがって，かってのレベルへの復元の願いも

込められた「過疎化」とか「林業不況」という今

日でもなお使われる用語は，ニシンが戻るのを夢

見て，毎朝ただ浜に立つのを日課とした漁師の姿

に似ている。結果として手の打ちようもなく,事

態は変わらず，逆に状況は悪化して，漁師たちは

自ら浜を去らねばならなくなってしまった。かつ

て多くの漁船が打ち捨てられた浜は，今ではそん

な過去さえ消してしまうほどの海岸侵食と，それ

に対抗すべく配置されたテトラポット群に埋め尽

くされている。打ち捨てられていた漁船を廃屋と

して，また，テトラポット群をスギやヒノキの一

斉的人工林として置き換えると，今日の山村の置

かれた状況がはっきりと浮かび上がってくる。

2．「林業不況」「過疎化」視点からの脱却

その意味で，山村について，今日においてさえ，

｢過疎化」とか「林業不況」という用語を使い続け

ること自体が，過去への切り離しがたい郷愁の思

いの中から脱け出せず，それだけに山村に対する

視角をいつまでも固定化させてしまう鎖につなが

れたイメージを与え続けるように思われる。それ

は，ニシンが戻るのを夢見て，結局自ら首を紋め

てしまったニシン漁の漁師たちの二の舞になって

しまうように思われるからである。そして事実，

この30年間の経過の中で,山村を巡る今日の多く

の状況は，人のいなくなったかつてのニシン漁の

浜の状況へ近づきつつあるといってよい。筆者が

前稿(林業技術，1990年10月号)で述べた｢社会

的空白地域」化は，そのような，人のいなくなっ

たかつてのニシン漁の浜を山村の中に予見したも

のである。

その点で，「過疎化」とか｢林業不況」という用

語は，少なくともこれまでは，それ力斑過去への郷



愁の思いをも塗り込めていたとしても，その思い

も含め，「過疎化」も「林業不況」も文字どおりの

事実であったことはそのとおりであり，そのよう

な事実を分析する用語としては，まずは有効であ

ったと評価してよい。しかし，30年間もそれが継

続し，用語に込められた願いの実現が事実上不可

能になり，用語の持つ内容が，もはや山村を語る

うえでの前提となってしまっている今日では，今

後の山村を見る際に，そろそろこれらの用語の使

用をなくす方向を考えたらどうであろうか。そう

でないかぎり，山村を見る目が，これまでの重い

鎖のくびきから，いつまでも脱け出せないように

思えるからである。今後の山村を展望していくう

えでの，これは筆者の提案である。

3．「山村」に新しい概念を

では，それらの用語に代わるべき用語があるの

か，ということになるが，まだ，そこまで具体的

には提案できない。それは，それにふさわしい事

実が山村の中に熟成してくれば，おのずから概念

化され，それを示す用語が使われるようになるか

らだし，現実には，まだそこまでには距離がある。

ここでは，そうした願いを込めて，山村，とい

うか広大な山村地域を1つの新しい空間として新

たに認識していく方向を提案してみたい。

実際，山村が立地するわが国の山地は，実に国

土の70%をも占める。その70%で大幅な人口減

少を示し，このまま推移すれば，まもなく人が居

住しない「社会的空白地域」が各地に形成される

ことになる。人口密度が希薄なこの広大な山村地

域は，今日においてもすでに新しい空間が形成さ

れつつあるといってよい。しかも，そこは単なる

砂漠ではなく，おそらくは縄文時代に匹敵するほ

どの植生豊かな空間である（ただし，縄文時代と

異鞍るのは，植栽による一斉林が目立つことであ

る)。また,標高3,000mに達する山地は起伏量に

富み，表面積は実に広く，自然環境としては，き

わめて変化に富む空間である。それが平野部に集

中した人々に，浄化した空気をもたらし，飲める
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水の水源や保養の場にもなっている。そして地球

的規模からはもちろん，日本列島の規模から見て

も，日本の山村地域は都市とは，きわめて至近距

離にあることである。都市と共存できないわけは

ないし，共存せざるをえないことは，近年の環境

論や生態系の温存・機能発揮の論議から見ても明

らかである。

4．情報源としてのr山村の人々」

しかし，都市と共存するために，山村地域を都

市のための奉仕者にしてしまうことではない。外

因による山村地域の荒廃が都市へも波及すること

は，過去の災害に端的に現れている。山村でこれ

まで生活してきた人々が山地で生活する中で身に

つけたり，工夫した多くの知恵の中に，山地・山

村が都市と共存していくうえでの，新しいシステ

ムを構築していくための参考にすべき情報は多い。

今後，山村地域に対して十分に考えられるべき国

土保全や保養・観光，自然保存，そして林業生産

などの諸機能が発揮されるためには，多くの自然

環境に対する情報を持ち，それに対する知恵を持

つ山村の人,々こそ再評価され重要視されるべきで

ある。

平野部が都市を中心にして人工空間へますます

特化していくことが避けられない分だけ，山村地

域は逆に，自然環境を維持する空間へと特化する

ことにより，国土全体のバランスが取れることに

なる。その点で，山村地域は都市地域と対等のウ

エイトを持つはずであり，今日よりもはるかに重

視される存在になるべきである。そこに，山村地

域を従来の「過疎化」と「林業不況｣､を乗り越え

た新しい空間としてとらえ直すチャンスがあり，

必然性がある。そのときに，さらに山村地域を地

域区分する形でのきめこまかさが必要になり，そ

こでは区分ごとにそれぞれの地域システムを支え

る人々が必要となり，人口も維持されることにな

る。その意味で，山村地域に新しい概念と展望を，

今こそ与えるべき時にあるといいたい。

林業技術No.5981992.1
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都市ネットワーク時代の

山ﾎ性活圏と中/D集落
おかはしひでのり

岡橋秀典
(広島大学文学部助教授）

1．日本の地域構造変化と山村

日本の山村地域が，過疎問題を抱えるようにな

ってすでに30年を数える。この間，その解決のた

めに対策が講じられたが，その効果は芳しいもの

ではなかった。それは，過疎対策そのものに問題

があったともいえるが，同時にこの間のわが国地

域構造の変化にもよっている。

過疎化の始まった高度成長期は，工業化による

地域構造の再編の時期であった。工業の立地が新

たに都市を形成していく例が至る所に見られ，そ

うした工業化がまた山村に過疎をもたらしたので

ある。それゆえ，山村も工業誘致にまい進するこ

とになった。石油ショックを経て，日本経済のサ

ービス化が進む中で，わが国は第三次産業中心の

都市ネットワーク型の地域構造に編成替えされて

いく。今度は，都市を対象としたサービス業であ

るリゾートの誘致に奔走することになった。

山村はこうした地域構造の変化にほんろうされ

てきたのである。それゆえ今日，タ倍Bの産業誘致

だけでない，もっと違った対応が求められていよ

う。それは，消費領域をも重視した生活総体の充

実であり，またそれを可能とする生活圏の構築で

ある。それは同時に，これまでとはやや異なった

地域の見方を求めている。

2山村地域のための遠近法

まず，山村という自明の枠を取り払ってみる。

筆者の研究')では，全国の山村の地域差はかなり

大きく,東西日本の差とともに,三大都市圏を中心

とした同心円構造が見られる。中でも問題の深刻

な地域は，紀伊半島から四国にかけての西南日本

外帯である。そうした地域差は，山村内部の要因

よりも,包含される経済圏,都市圏によるところが

林業技術No.5981992.1

大きい。山村を見るときには，まず,それをマクロ

な地域構造の中に位置づけてみることが必要であ

る。

次に，町村という行政単位の枠を外してみよう。

近年，山村では村おこし運動が盛んである。その

こと自体は結構なことだが，その多くが町村の枠

で閉じる傾向がある。生活圏の広域化の中で，町

村が連合して解決すべき領域は広がっているにも

かかわらずである。ふるさと創生資金はもっと広

域的なことに使われてよい。

最後に集落の枠も取り払ってみよう。この枠が

きわめて堅いのが，わが国の特徴であろう。過疎

が単なる人口減少以上に重みを持つのも，この集

落単位の地域社会の崩壊が意味されているからで

ある2)。それゆえに，過疎対策においても集落間

の均衡が重視されるが，集落間の連合の方向も検

討してみる必要がある。

結局，今の山村地域のとらえ方は，面的なテリ

トリーの発想に支配されすぎている。都市ネット

ワーク時代の今日，経済圏や都市圏，生活圏とい

った機能的結合から見た地域把握（結節地域）を

心がけるべきであろう。

3．山村の生活圏と中心集落

戦前,高度成長期以前の山村住民の生活圏は,決

して広いものではなかった。生産物の販売とごく

わずかな商品の購入のために，徒歩で到達可能な

中心集落に出向く程度であったであろう。そうし

た姿は，今日でも発展途上国の農村では容易に見

られる。しかし，その後全国的な生活水準の上昇

の中で，山村でもより高い消費の充足が求められ

るようになり，道路整備とマイカーの普及によっ

て生活圏の広域化が急速に進んだ｡同時に,そうし

た消費欲求を満たす施設整備が行政課題となった。

こうした動きに，最も早く政策的に対応したの

は昭和44年の新全国総合開発計画である｡それは

広域市町村圏や地方生活圏として具体化され，一

定規模の都市を中心とした生活圏域が全国的に設

定された。しかし，それらの評価となると，圏域

設定自体の適切さ3)とともに，その整備内容につ

いても問題が出てくる。公共の施設やサービスに



限られており，その意味で国の社会資本投資の効

率化に力点があったといえよう。民間の財・サー

ビスや就業機会の供給は欠落しており，住民の日

常生活全般にかかわる生活圏の整備を意図したも

のではなかった。

山村の公共施設，財・サービスの供給は，しだ

いに役場所在地などごく少数の中心集落に集中す

る傾向がある。これはやむをえない面もあるが，

同時に周辺部への分散を要する機能も多い。その

受け皿としては集落単位では小さすぎるので，数

集落が連合する必要がある。村おこしで有名な大

分県大山町は,35集落を徒歩圏を基準とした8つ

の文化集積団地，2つの連合文化団地に編成して

いる。この大山町の例は，山村生活圏の整備が，

しっかりとした集落システムの再編計画の樹立の

下で行われるべきことを示唆している。

山村住民の生活行動はより高い機能を求め，町

村域を超え広域化している。買物などでは直接県

庁所在地の地方中核都市と結び付く傾向も見られ

る。この動きは道路交通条件の改善に伴い,いよい

よ促進されるため，山村の中心集落の基盤は決して

安定したものとはいえない｡しかし,公共交通機関

が不便で，かつ移動性に乏しい高齢者を多く抱え

る山村地域では，これらの意義は決して無視でき

ないものがあり,適切な維持策が必要とされる‘')。

町村域を超えたエリアをカバーしていたような

中心集落の場合，その衰退はいっそう深刻である。

西中国山地に位置する広島県加計町も，そうした

中心地の1つである。中国縦貫道の開通で広島市

への購買力流出が高まったうえに，行政改革によ

って国・県の出先機関の閉鎖が相次いだ。近年，

最も打撃を受けているのが，この種の中間的な中

心地ではなかろうか｡山村振興の観点から,かつて

栄えストックの大きいこうした中心地を,関係町村

が連合して支援する方向が考えられないだろうか。

4．中心集落の維持・高度化策

このように山村の中心集落を維持するのは容易

なことではない。まず必要なのは，政府による中

心集落育成政策である。その場合，社会資本，特

に下水道の整備や市街地の再開発が課題となろう。

15

わが国山村の中心集落のストックはいまだ貧弱す

ぎる。欧米で見られるような都市からの人口逆流

の受け皿となるには，上述の点をまず改善しなけ

ればならない。

そのうえで，民間部門では需要の拡大を積極的

に図ることが課題となる。その1つの方法は，山

村地域外からの需要の開拓である。最も一般的な

ものとして観光客，都市近郊山村では住宅開発に

よる新住民の需要も検討されてよい。その場合，

中心集落の再開発と宅地開発をリンクさせること

が考えられる。

それと同時に山村内部の需要の流出を防ぐこと

が重要である。そのためには組織論がポイントと

なる。住民出資による商業施設や生活協同組合は

消費者の意識改革にもつながり，一考に値しよう。

沖縄に広く見られる共同店もこうした点で興味深

い事例である。

より一般的には，農協の役割が大きいであろう。

その店舗が山村の消費サービスに重要な位置を占

めているケースは多い。この点，広島市の近郊山

村・安佐町農協の大規模商業施設「コムズ安佐パ

ーク」（1991年)は新たな試みである。地元の消費

人口流出の歯止めとともに，背後の山間地域の消

費人口の吸収をもねらっている。農協が49％，町

内の団地自治会などの住民が51％という出資形

態も興味深い。安佐町農協は，近くこれら山間部

の農協と合併する予定であり，広域合併後の農協

の地域振興とのかかわり方を示唆している。

山村の中心集落を維持，高度化するには，従来

の施設配置論に加え，組織論が必要である。その

際，国の政策のソフト化，山村自治体間の連合，

住民の自律的取組みが課題となろう。

文献

1）岡橋秀典（1987）gわが国における山村問題の現状と

その地域的性格一計量的手法による考察，人文地理
38-5,pp75～93

2）宮口個廸（1990）：日常生活の広域化と過疎地域振興，
早稲田大学教育学部学術研究39,pp.45～58
3）森川洋（1990）：広域市町村圏と地域的都市システ
ムの関係，地理学評論63A-6,pp.356～377

4）正木久仁（1986）：高知県山間部における小中心地の
意義一広域市町村圏との関係において，西村睦男･森
川洋編『中心地研究の展開』大明堂,pp.184～199
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国土の均衡ある発展と

中小都市圏の振興
もりかわひろし

森川洋
(広島大学文学部教授）

1．わが国の都市化や都市システムの現状

欧米諸国では1970年代になると,これまでの向

都離村型の人口移動は弱まり，大都市よりも中小

都市や農村のほうが人口増加率が高くなる反都市

化現象(counterm･banization)が発生した。これ
しこう

には，職場の分散，居住嗜好の変化や退職者の大

都市脱出などが理由として挙げられる。もちろん，

農村に分散した人口は，都市とは縁を切って，ま

ったく自給的な生活をしようというのではないし，

以前の過疎地域がすべて人口を回復しているわけ

ではない。フランスのようにパリが突出した国で

も地方都市振興政策が効を奏したのか，中小都市

や農村人口が増加し，パリの人口は減少している。

翻ってわが国の場合を見ると,1970年代の一時

期には東京大都市圏の人口増加はやや鎮謝こして

いたものの，その後はまた急速な人口増加を遂げ

ている。もちろん,東京23区の人口は増加しない

が，東京大都市圏では依然として人口集積を続け，

地方において人口が増加し活力があるのは県庁都

市やそれに準ずる都市とその郊外地域だけで，中

小都市や農村部では人口減少が見られる。中小都

市では経済的活力が弱く，その周辺地域（都市圏

域）では人口減少が見られる。さらに，都市への

通勤圏外地域にある過疎山村は深刻な人口減少地

域を成しており，今日では人口流出による人口減

少よりも自然減少の場合が多く，将来どこまで減

少するのか予測できない状態である。

欧米諸国で生じた現象がわが国ではなぜ進行し

ないのかについては多くの要因が考えられよう。

東京大都市圏でも住宅難や交通混雑を避けてさら

に郊外や地方に移転する人も皆無ではないが,大

都市の生活環境を嫌って積極的に移住する人は少
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なく，住宅さえ得られれば大都市圏内に残りたい

人のほうが多い。退職者の移動を見ても，郷里の

農村に帰る人はまれで，大都市郊外に家を建て，

これまでの人々との付合いを続けている人が多い。

したがって，将来においても「農村の再生(rural

renaissance)」は期待できそうもない。

2．国土の均衡ある発展への道

東京への一極集中の弊害については，地域格差

や国土の不均衡発展，国家の安全性などの点から

多く論じられてきた。しかしこの中で，最も重要

なことは住民生活における地域格差の解消である。

それには，旧西ドイツの空間整備政策が参考にな

る。連邦空間整備法では，国民が国内のどこに居

住しようとも，その能力に応じて，平等な発展機

会を得ることを目指したものである。大都市住民

の子弟ばかりがよい大学に入学し，収入の多い職

業を選ぶことができ，また優れた医療機関を利用

することができるのに対して，過疎山村では若者

の結婚さえ困難であるというのは，この理念に反

する。

全国全地域の住民が「同等な生活条件」を得ら

れるべきであるとするこの理念を実現するには，

｢点と軸による開発方式｣が実施されてきた。点と

は中心地(zentalerOrt)や開発重点(Entwicklun-

gsschwerpunkt)を指し，軸とは開発軸(Entwick-

lungsachse)のことである｡中心地とは周辺地域に

都市的なサービスを供給する場所のことであり，

中心地＝都市的集落と見てもほぼ間違いない。す

なわち，農村に点在する小さな町も全国に大きな

影響を及ぼす大都市も等しく中心地であり，その

規模や階層において異なるだけである。大都市は

大中心地（上位中心地）であり，小都市は小中心

地（下位中心地）である。

我々は日用品店や小中学校，医院などのために

小中心地を頻繁に利用するので,居住地から15分

または30分以内で到達できるのが望ましいが,百

貨店や大学，大病院など上位中心地の施設はそれ

ほど頻繁には利用しないので,60～90分くらい離

れていても差し支えない。したがって，それぞれ

の都市的サービスを供給する下位中心地，中位中



心地，上位中心地が居住地からそれぞれ適当な距

離に立地するとすれば，農村においても快適な生

活を営むことができるはずである。

しかし，農村への定住にとっては都市的サービ

スの供給だけでなく，雇用の確保が大切である。

そのためには，各階層の開発重点を設けてすべて

の住民に，希望する職場を供給することが必要と

なる。職場の供給地域も多くの場合，都市＝中心

地＝開発重点であり，上位中心地にはあらゆる種

類の職場がある。一方，開発軸とはこうした中心

地と中心地を結ぶ交通通信の発達した路線であり，

その沿線では種々のメリットを得ることができる。

西ドイツでは全国の全地域をこうした大小の中

心地，開発重点や開発軸から成る都市システムを

居住地域に応じて均等分布に近づけるよう努力し

てきた。全都市を4階層の中心地に区分して，空

間的に中心地の発達が悪い所では，計画的に振興

が図られた。

わが国の四全総では多極分散がうたわれている

が，いくつかの拠点都市を開発するだけでなく，

あらゆる階層の地方都市を全体的に発展させるこ

とが必要であり，それによって県庁都市だけでな

く全国全地域に活力を与えるべきである。

3．林業地域における中小都市圏の振興

林業地域のほとんどは過疎山村に属する。その

多くは，都市への通勤比率が低く通勤圏外の地域

に当たる。同じ農村でも中心都市への通勤可能な

地域と圏外の地域とでは人口減少率に顕著な差異

があり，生活条件を異にする。これまで過疎地域

は過疎法による助成の対象となり，各町村に対し

て道路整備や圃場整備など生活基盤・産業基盤の

整備が行われてきたが，定住を促進するまでには

至っていない｡21世紀初頭には戦後の造林木が伐

期を迎え，下流住民の水源かん養や治山に対する

意識が高まり，都市住民の自然との交流も増加す

るなど，過疎山村が見直される機運にはあるが，

より積極的な振興策が必要である。後進地域に対
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する援助は，重度障害者に対する生涯援助と同様

に扱うべきであるとの声もあるが，新鮮な空気や

水は過疎山村の人たちの居住によって守られてい

るという発想も大切である。この地域の援助にお

いては，教育・医療条件の改善とともに雇用機会

の増大が特に望まれる。

そのためには，上述のような都市網の整備が必

要である。道路整備によって近隣の都市との時間

距離を短縮するとともに，中位中心地・下位中心

地に当たる都市自体の振興が図られるべきである。

個々の市町村の経済開発とは別に，地域の中心を

成し通勤の中心となる中小都市を選択的に育成し，

農山村社会の住民に都市社会の恩恵を与えること

が必要である。農山村からそれぞれ適度な距離内

に下位中心地・中位中心地を利用できるように都

市を配置し，都市的サービスを向上させ職場を増

加することが，若者を定着させる道である。

欧米諸国では反都市化現象の影響もあって，中

小都市が必ずしも衰退しているとはいえないが，

わが国の中小都市の多くは周辺地域と密接な関係

を持ちながらも，活力が乏しく，周辺農村地域と

ともに共倒れの感が強い。かつては郡役所所在地

であったり，宿場町・市場町であった小中心地の

中には，通常の役場集落と同じ地位に没落してい

るものもある。

これらの中小都市の振興には，市町村間の協力

が必要である。場合によっては，隣町の発展によ

って自町村の発展が抑制されることも覚悟しなけ

ればならない。そこでは，中心地の成長によって

より広い地域が発展し，域内全住民がその恩恵に

浴することをよしとする発想の転換が必要となる。

これには，広域市町村圏などを中心として各市町

村の協力関係を推進すべきであろう。

引用文献

森川洋（1985）：中心地論Ⅲ－西ドイツにおける地域
政策への応用。大明堂

林業技術No.5981992．］
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都市とグリーンナイ

ゼイションの時代
はつとりけいじろう

服部蛙二郎
(立正大学文学部教授）

大都市の研究を続けて40年,私は研究を積み重

ねれば重ねるほど，人間生活の極限，巨大都市の

都心部（盛り場）にとって，グリーンナイゼイシ

ョンの欠かせないことを痛感した。ゆえに，ここ

では大都市研究者の目からグリーンナイゼイショ

ンの問題点と森的生態の必要性について語ること

にした。

1．都市は｢欲望無限,大地有限｣の妥協の産物

私は都市地理学の研究者である。そこで日本列

島の都市地域を考える際，常に「欲望無限，大地

有限」の言葉を忘れることがない。人類の歩みは，

大地と人間のお付合いの歴史的所産だと，私は自

分に言い聞かせている。太古，原生林に覆われた

日本列島を生存の場として選んだ日本人は，尽き

ることのない欲望，言い換えるなら，日常生活を

良くしようとする努力や知恵によって，有限の国

土で桃源郷創りに励んできた。世界で最も自然条

件に恵まれた国土を使いこなし，ある場合には犠

牲にして，豊かな生活空間魅力ある都市群を創

り上げてきた。人間は限りなき欲望，理想追及の

野心や行動によって，限りある大自然を克服・征

服し，今日「都市の時代」を成立させ，都市化現

象を国土全域へ波及させた。つまり，自動車・テ

レビ・コンピュータなどハードな文明生活的側面

から見るかぎり，日本列島は山間僻地に及ぶまで

ほぼ都市化を完了させたと見るべきだろう。しか

し，人々は高度情報化，高速化，モータリゼイシ

ョン，成熟化，意識変革を押し進める中で，日々

アメニテイ（快適性）に満ちた魅力的な都市群を

多数国土に開花させている。日本列島と日本人の

お付合いの長い歴史の中で，人々は欲望達成のた

め，有限な大地の上でも，できるだけ生活に有利

林業技術No.5981992.1

なアメニテイの堪能できる局限された焦点に，そ

のロケーションを追い求めた。そこに，都市の存

立も，大都市の出現も可能となったのである。都

市化の進行は，「欲望無限，大地有限｣という大地

と人間の間にまつわる必然性が生み出した妥協の

産物といえる。したがって，人間の郷土愛の気持

と，ナンバーワンへの挑戦の気持の，相矛盾する

意識，それに大地間に存在する距離感が結びつい

て，都市の格差を生み，日本列島に鮮やかな「都

市圏階層化」の構図を創り上げた。国土の都市体

系は，世界の中心東京は界心都市，日本の中心東

京と大阪は国心都市，ブロックの中心札幌・福岡

は圏心都市，多くの県都などは県心都市と，それ

ぞれいえる。今日的都市体系は，郡心都市（人口

10万以下の小都市）を乗り越え，県心や圏心の都

市が，県民の満足感を背景に吸引力を増している。

現状に読むこの都市体系を意識しないと，これか

らの林業やグリーンナイゼイションは考えられな

いように思う。

2．盛り場と森

わが国山地を広く覆っている森林地帯は，都市

化の猛攻の前に，かつて盛大だった美林のみずみ
ひんし

ずしい榊目も瀕死の状態だと聞く。アメニティを

追い求めた人類進化の歩みから見て，都市化とは

人間性の必然といわざるをえない。問題は無限の

欲望と有限の大地間の調整をいかに取るべきかに

あるように思う。人間のアメニテイ追及の側から

見たUrbanization都市化は，自然界の生態系増

殖の側から見たGreennization緑化との好ましい

共存を，成熟社会進行の中でもっと真剣に考え，

行動に移していくべきではなかろうか。

瑞穂の国日本列島の自然と人間のお付合いの構

図を描いたのが図である。自然界の極は,大雪山・

日本アルプス・霧島山など大森林地帯，都会人か
かいり

ら最も乖離した僻地，人間カオス界の極は，東京

や大阪の大盛り場空間，大自然から最も乖離した
ちゆうみつ

人口稠密地帯の中心地，ここに森と盛り場の対極

構図がある。林業人口の減少で荒廃が進むという

山村の一大山林地帯も，日本人の豊かな国民生活

を潤すため，水源かん養，国土保全，木材生産，
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然は“苦しい自然",レジャーから感

ずる山村の自然は“楽しい自然”と

イメージされることだろう。

3「出作り都市」育成論

豊かな消費文化に触れ，レジャー

機会に恵まれた都会の魅力的生活に

比べ，林業関係者の高齢化が進み，

後継者が育たず，人口減少傾向を続

ける山村過疎地帯の現実は，過疎へ

の悪循環の必然を丹念に説明してい

る。山村に住み，山仕事に従事する

林業関係者も，都会に住み，アパレ

ル産業に従事するデザイナーも，彼

らの日常生活圏は，第1空間(家庭）

と第2空間(職場)，それに自由に余

暇を楽しむことのできる第3空間

(盛り場･広場･行楽地）から構成さ

れている。今後，我々の生活領域は，

ますます第3空間が膨張する「第3

を迎えることになろう。このときに
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都会
Urbanization

アーバニゼイションとグリーンナイゼイション

森林レクリエーションという偉大なる役割を果た

している。日本列島には，人里離れた大自然の山

地から，大都会の盛り場カオスへ，人間の生活分

布も，グリーンの濃淡分布も，それは大地と人間

のお付合い模様として描かれている。豊かになれ

ばなるほど都会は“森”を，グリーンを欠かせぬ

生活必需資源として求めてくるだろう。人々は山

地にある“大自然の森”以上に，平地林としての

"鎮守の森"を，さらに都市林としての"文化の杜”

を，もっともっと希求することだろう。都市圏階

層化の図式は，大平野の中心的位置を占める大都

市から，やや外れた位置の中都市へ，奥地の小都

市へ，さらに山村の村々へ，大木の幹から枝葉へ

枝分かれするごとく，「都市網体系｣は国土に根を

張っている。大都会の盛り場から，山奥の森林へ，

人々の生産・生活体系は，高密から疎へ，さらに

空白へと配列される。産業活動においても，都市

化に包含される情報産業・商業サービス産業・工

業から，グリーンナイゼイションの範ちゅう，農

業・観光リゾート業・林業へと中心コアから僻地

への圏犠造を描いている。産業から見た山村の自

空間の時代」を迎えることになろう。このときに

当たって，山を職場とする林業関係者に，人間ら

しさが願望する第3空間的満足感を提供すること

は，林業を魅力的職域として浮上させるのに不可

欠な条件ではなかろうか。今日，都会人が森を心

から望むように，林業関係者は都会レジャーの楽
げんわく

しめる“第3空間的目録”に眩惑されることだろ

う。大自然の森，山村では，豊かで魅惑的都会性

は求められない。林業関係者の第2空間（職場）

が山仕事であっても，住居（第1空間）は，モー

タリゼイション下で山にある必要は絶対にない。

彼らは仕事場近くの小都市に居を構え，山を降り

てはいかがだろうか。かかる小都市をr出作り都

市」と命名したのは，通勤耕作を繰り返した白山

山麓の“出作り村”にあやかつたからである。林

業への通勤基地・出作り都市は，都会網体系の末

端として，林業者に第1空間を贈る。さらに，県

都クラスの都会で休日の余暇を楽しむことも可能

だ。「出作り都市｣の育成は，グリーンナイゼイシ

ョン時代の優れた林業生活設計図である。

林業技術No.5981992.1
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手をかけない育林技術の可能性

杉浦孝蔵

写真･2曲りのないスギ71年生

まえがき

鰯
1975年ごろ，岐阜県根尾

地方の私有林を調査したと

きに，5～6年生のスギ造

林地の生育があまりにも悪

く，しかも，造林木の横槁

が雑草や低木の高さよりも

わずかに高い程度であった。

今までにあまり見られない

状況なので，所有者に保育

についての実行状況をうか

がったところ,｢当造林地は

奥山で，しかも，当時は林

藤戦野鱒：ご為、§、
近隣から労働力を導入した。写真･1根元曲り･幹曲りの多いスギ55年生
しかし，遠距離にあるため，岐阜市からの日帰り2)｡80～10(

作業は無理なので，作業員を現地近くに宿泊させ下刈りを2

て作業にあたった。したがって，造林初期に投資地帯でも根

力§多くなるので，やむをえず，植付け後の3年間ことを示し

は下刈作業を実施したが，その後はほとんど下刈わが国各

りやその他の保育は行っていない」との内容であ見ると，確

った。せっかく造林を実行したのに，保育が不十多い。

分ではよい森林はできないだろうと再び質問をしこのよう

たところ,「この奥山にも同じような保育でりつば岐阜県を中

に成林した造林地がある」と案内をしてくださっいて調査研

た。その造林地は大正時代に造林されたもので，分ではない

当時，70年生に達していた。について検

当地は豪雪地帯であるから，造林木は根元曲り1．

や幹曲りが多く，しかも50年生前後の造林木にも育林技術

見られる(写真･1)。しかし，80年生前後の造林木と下刈り，

になると幹曲りや根元曲りが見られない（写真．ある。いず

2)｡80～100年の伐期であれば,保育は造林初期の

下刈りを2～3年実施するだけで，しかも，豪雪

地帯でも根元曲りのないスギ造林地が造成できる

ことを示してくれた。

わが国各地の天然林や100年生以上の高齢林を

見ると，確かに根元曲りや損傷木の少ない林分が

多い。

このようなことから，1985年ごろに，静岡県や

岐阜県を中心に「手をかけない森林の造成」につ

いて調査研究を始めた。資料の収集や整理など十

分ではないが，「手をかけない育林技術｣の可能性

について検討する。

1．保育の少ない造林地の状況

育林技術には，地栫え，植付けなどの更新技術

と下刈り，枝打ちおよび除間伐などの保育技術が

ある。いずれも，森林の造成には不可欠な技術で

林業技術No.5981992.1
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表･1スギ,ヒノキ林の林分状態

ha当たり本数(本)llha当たり材積(耐）

正常木|損傷木|枯死木｜計｜|正常木|損傷木｜計

調査地 調査年
（年）
樹種 幟

傾
方位 標高

(m)
胸高直径
（伽）
樹高
(m)

25
－

18～28

30
－

18～48
82 600 9閲 74350 9.所 乃3.25妬 375 1,325N

36
－

24～54

31
－

26～33
92 580 575 200 棚 1,1乃 798‘50 20125 99975NW

スギ
31

－

19～32

34
－

16～50
550 1,Ⅷ 1,120.00 98.50 1,21850125 剛 1,咽E

102

25
－

22～26
36

－

22～46
開0 開450 31m 噸.50650 50 4M 1,畑NE

静岡
(安倍）

1987
22

－

18～23

24
－

16～38
剛.Ⅱ72 500 1,1m 50‘ 剛 1‘7m 562.m 18.M･･NW

26
16～42

22
－

19～24
1.150 師.側 18.Ⅱ 獺.Ⅱ300 別 麺 1,5閲NW

82ヒノキ
31

－

20～36

34
－

18～50
793m650 899 0 2閲 1,冊9 793‘Ⅱ 、N

34
－

12～46

25
－

14～27
師.75 51.75 刀7.別92 430 6乃 1m 450 1.2妬NE

30
－

20～44

20
－

19へ21
5M 嶋2M 499.00 931m55 900 0 1,400NE

1984 スギ
24

－

23～25
42

－

34～50

ﾛ

559.N柵 0 400 559M 071 0NE

越波
14

－

11～18

22
－

14～28
4250 57.75 100.25150 250 0 400

ヒノキ
G

広葉樹
1987 60 750W

13
－

10～17

24
－

12～36
275 38.25 43.25 81.5075 伽 0

＊スギが25本，＊＊スギの材種975㎡が含まれる

が見られた。多い林分ではヘクタール当たり全本

数の34～38％を占めた。この枯死木は,一部は台

風による被害で枯死したものを含むが，大部分は

除間伐などの保育作業を実施しないから，劣勢木
とうた

が自然淘汰によって枯死したものである。したが

って，小径木や形質の不良木が多い。これに対し

て，岐阜県越波地方の林分では枯死木は見られな

いが，損傷木が多かった。この違いは，立地条件

に基づく植栽本数の違いによるものと考える。

各林分の生存木について，正常木と損傷木の状

況を検討すると，安倍川流域の林分の損傷木は，

スギ92年生林分では生存木のうち約26％,92年

生のヒノキ林分では約13％，また,102年生のス

ギ林分でも約11％見られた｡その他の林分では損

傷木はまったく見られないか，5％以下で少なか

った｡越波地方の森林は，スギ55年生林分では生

存木のうち,損傷木は約64％で多いが,71年生林

分ではまったく見られなかった。また，60年生の

あり作業でもある。

わが国の私有林経営者は，元来，篤林家が多い

から時間的，経済的に余裕があると造林地の保育

にあたっている。したがって，手をかけないで森

林を造成している経営者，または林分について全

国的規模で探してみたが，その実例は少なかった。

また，林分が見つかっても，記録的な資料が不足

していた。しかし，奥地の私有林で林齢70年前後

の造林地は下刈りを数年間実施したほかは，枝打

ち，除間伐などの保育作業を実施していない林分

が多い。そこで,今回は調査資料の中から50年生

以上のスギ，ヒノキの林分を選び，保育作業の種

類と回数の少ない林分の状況，特に，正常木と曲

り，傷,二又などの損傷木の割合などを表．lに示

した。植栽本数はヘクタール当たり，安倍川流域

は3,000本，越波地方は2,000本と推定した。

各林分について，枯死木を含めた林分状況を検

討すると，安倍川流域のスギ，ヒノキ林は枯死木

林業技術No.5981.992.1



22

表･2スギ,ヒノキ丸太の市場価格

①岐阜林産物共販所（1990年9月）

ヒノキと広葉樹の混交林では，

ヒノキが約63％，広葉樹が約

73％で，ともに損傷木が多かっ

た。ヒノキは大部分が根元曲り

で，地上約50cm高のわずかな

曲がりであった。

林分材積について正常木と損

傷木の割合を検討すると，安倍

川流域の林分は,スギ92年生で

は損傷木の材積が全体の約20

％を占めて多いが，ほかは8％

以下で少なかった。越波地方の

場合は,スギ55年生林分では約

54%,60年生のヒノキと広葉樹

の混交林では，ヒノキは約58

％，広葉樹は約53％で,損傷木

の材積が多かった。もちろん，

安倍川流域のヒノキ82年生,越

波地方のスギ71年生林分では，

損傷木はなかった。損傷木の大

部分は劣勢木であるから，全体

的に見ると，本数よりも材積の

占める割合は少なかった。

以上のように，70～80年生以

上の林齢に達した林分は，立地

条件や気象，動物害などを除く

と，保育の種類や回数の少ない

林分でも，必ずしも損傷木が多

いとはいえない。

2．丸太の市場ｲi

林齢210年林齢50年前後長さ
(m)

等級樹種
価格（円/ITf)末口径(dil) 価格（円/ITf) 末口径(ml)

34～36

24～28

20～22

18

14～16

12～13

11～14

33,600

22,300

18,400

25,500

12,600

14,400

10,800

疋
朋
岨
“
釦
塑
仙
一
一
一

350.000

250,000

160,000

35.000

18,000

10,000

15,800

元玉

2番玉

3〃

4〃

5〃

6〃

4番玉・7番玉

5番玉

４
″
″
″
″
″
３
″
″
″

スギ

②静岡木材共販所（1991年12月）

林齢70～80年林齢50年前後さ
う
長
伽樹種 等級

価格（円/m')末口径（(抑 価格（円/m') 末口径(CI1)

36以上

28以上

〃

20以上

9～18

5～9

30以上

玉
〃
垂
〃
〃

元
２
３

４
‐
″
″
″
″
″
〔
０

150,000

70,000

50,000＊

33伽~40,000”

24,0M~26.000

350～380/本

70,伽~150.0船

20,Ⅷ～25,000

20,000~23,000

15,000

300～400/本

20

18

14～18

5～9

スギ

元玉

玉
″
華
〃
〃
〃

元
２
３
４

４
．
″
″
″
″
″
″
６

30以上

20以上

20～30

〃

14～18

9～13

5～9

24

200,伽~3M,伽

150,伽~250,剛

伽,剛~側,伽‘

45,伽~55,伽｡。

m,伽~54‘伽

28,剛~31,伽

380～400/本

150,000

40,0冊～50,剛

〃

45,000

350～400/本

焔
９

｜
加
相
一
一
一
一
一

Ｍ
５

ヒノキ

元玉

＊良質材，＊＊並材

きな動きは見られないので，岐阜県森連と静岡県

森連の共販所の市場価格を用いた。

岐阜共販所の1990年の価格が示すように,同じ

スギ丸太でも210年生の丸太のほうが50年生前

後の丸太より約10倍の高値であった。2番玉，3

番玉も同様な傾向が見られた｡1991年9月の市況

も立方メートル当たりヒノキ100年生の元玉（長

さ:4m,末口径:30cIn)は241,000円,2番玉

(4m,26cm)が123,000円，ヒノキ150年生の元

玉(4m,36cm)は550,000円,2番玉(4m,

32cm)は170,000円であった。これに対して,40

年生前後のヒノキ丸太は元玉(3m,24cnl)で

2．丸太の市場価格

保育作業の種類や回数の少ない状況で育成され

た丸太を，市場ではどのように評価しているのだ

ろうか。この点をスギとヒノキについて検討する。

すなわち，比較的保育作業を実施したと推察され

る林分から生産された林齢50年生前後の丸太と，

山奥で比較的保育が行き届かなかったと推察され

る林分から生産された70～80年生の丸太および

210年生のスギ丸太について，市場価格を表・2に

示す。

市況は需給関係によって変動するが，最近は大

林業技術No.5981992．1
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図

磯 灘

号

90,000円の安値であった。

スギ丸太についても同様に，

180年生の元玉(4m,44

cm)は220,000円,2番玉

(4m,40clll)は165,000円

であったが,40年生前後の

元玉(4m,26cIn)は

48,000円,2番玉(4m,

22cm)は23,300円であっ

た。1991年12月の静岡共

販所の市況は,スギ50年生

前後の丸太よりも70～80

年生の丸太のほうが平均し

て2倍の価格である。ヒノ

キについても同様な傾向を

示しているが，元玉や2番示しているが，元玉や2番写真･3スギ造1

玉などは3～5倍の高値で

あった｡岐阜,静岡の共販所とも50年生前後の丸

太よりも高齢木の丸太のほうが単価は高かった。

高齢木は当然のことながら，年輪幅が狭く，しか

も規則的にそろい，材の色沢もよいと評価されて

いる。

3．手をかけない育林技術の可能性

さきにも記したように，あまり手をかけないで

林業経営を実施している例は少ない。

林業経営者は保有森林の規模，立地条件，地利

的条件，木材の需給状況および森林・林業に対す

る社会的ニーズなどを総合的に判断し，経営理念

を持って施業計画を立案し，経営にあたっている

と推察される。したがって，経営者によって施業

方法が異なるのは当然である。

手をかけない育林技術の可能性を検討するため

に，地栫えのときからあまり手をかけないで森林

づくりをしている例を示す。

調査地は豪雪地帯であるから，若い造林木は毎

年の積雪のために倒伏し，雪解けとともに少しは

回復するが，毎年の繰り返しにより，造林木は根

元曲りが起こる(写真･3)。したがって，拡大造林

にあたって，一部は従来の地栫えを実施し植栽し

た。ほかは樹下植栽を原則とした。樹下植栽の地

スギ造林木の根元曲り 写真･4手をかけないヒノキ6年生の生育

栫えは，植栽列のみ雑草木を刈り取り，上層木は

そのまま残した。すなわち，横列に1m幅を刈り

払い,2m幅を無手入れのまま残した｡植栽樹種

はヒノキで，本数はヘクタール当たり3,000本で

ある。

1985年に植栽したが,当初は雑草木の発生は少

なく，伸びも低いので,下刈り，雑刈りなどいっさ

い実施していない｡このような状態で1987～88年

にかけて，積雪によるヒノキの倒伏状況を調査し

たところ，当時は低木類の発生量が少なく，樹高

も低いために,ヒノキはほとんど倒伏した。また，

1987年の夏に相対照度を測定したところ，地栫え区

は低木の繁茂が少ないため約44％,樹下植栽地は

広葉樹の上層木の影響を受けて約3％で暗かった。

現在は植栽後の保育作業を実施していないため，

低木の繁茂が多くなった｡したがって,ヒノキの生

育は両区ともあまりよくない。1991年12月の測

定によると，平均樹高は地栫え区が約3m,樹下

植栽区は1.4mで,地栫え区の約半分しか伸びて

いない｡地栫え区は年平均約50clllで,生育状況は

必ずしも悪いほうではない｡また,両区ともに根元

曲りや幹曲りが少ない(写真･4)。すなわち，植付

け後の保育を実施していないために低木が繁茂し，

林業技術No.5981992.1
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積雪による造林木の曲りを防止していると考えら

れる。しかし,造林地の現状を観察すると,地栫え

区では，低木類は地上1m以上を刈り払いたい。

また，樹下植栽区はミズナラ，ホオノキ，ヨグソ

ミネバリなどの中で形質のよいものを残し，徐々

に伐採したいと考えている。このような造林地が

70年あるいは100年を経過して,根元曲りや幹曲

りの少ない造林木になるのだろうと期待している。

以上，なるべく更新・保育などに手をかけない

森林づくりの実験例の一部を示した。

わが国の民有林では，古くから立地条件，経営

規模などに応じて林業経営を行ってきた。したが

って，更新・保育の形態，労働の投入量も異なる。

経営者によっては，更新から収穫まで，ヘクタ

ール当たり300人を投入すれば十分であるとして

いる。集約経営の場合は500～550人，さらに多い

場合には約800人を要する場合もあった。

1901年岐阜県内務部発行の「造林之注意」によ

ると,｢……檜槙等陰樹性林木ニアリテハ極メテ密

林ヲナス場合ノ外枝卸シヲナサ＞レハ自然二其枝

ノ枯レ落ツルコトナシ故二枝卸シヲ行フヲ可トス

……｣とある。しかし，当時から1960年ごろまで

は，行政当局の指導どおり実施している経営者は

少ないと考える。今回の研究に関連して，天竜林

業地を調査したときに，実際に枝打ちを実施した

のは早い林家で1960年前後であった。

民有林の経営者は労働力の有無とは無関係に，

しっかりした経営理念を持って経営にあたってい

るから，不要な作業を実施しない。

短期間で生産する場合には，更新・保育に多く

の労働力を投入し，作業を進めなければ市場性の

ある商品を生産できないが，長期間で生産する場

合には，更新と初期の保育に労働力を投入するだ

けで，ある程度の目標は達成できると考える。す

なわち，ヘクタール当たり3,000本植栽し，実際

に収穫するのは多くて1,000本，少ない場合は

500～600本である。

手をかけない育林技術はまったく問題がないと

はいえないが，①大径材資源の不足，②労働力の

減少，③労務賃金の高騰，④緑資源のかん養，⑤

国土保全など社会的，経済的ならびに林業．林産

業の現状から総合的に判断すると，手をかけない

育林技術は林業経営上からは，今まで以上に施業

の1つとして取り上げるべきであろう。

あとがき

森林づくりに，なるべく手をかけないで経営す

ることについて，2～3の事例を示しながら検討

した。林業経営は，公益性も重要視するが，私有

林にあっては収益性が第一と考える。したがって，

不要な投資をしない。林業の場合は一般に購入す

るのは苗木だけで，大部分の支出は労務賃金であ

る。したがって，労務賃金の支払いを最小限にす

るには，いかに手をかけないで良質材を生産し，

林業経営を継続するかにある。労務者が高齢化し

たから，労働力が減少したからといっても，林業

分野だけではない。すべての産業に共通であり社

会的現象なのであろう。

林業が対象としている原料は生物である。常に

自然界の下に順応して生活している，きわめて活

力があり生命力のある生物である。それぞれの長

所を活用して，合自然的に生産基盤に合致した施

業を行い，森林を総合的に活用した林業経営を継

続すべきと考える。

（すぎうらたかぞう・東京農業大学教授）

森 林航測 日本林業技術協会編集
年度3回発行,B5判,24頁，定価570円，税17円（〒込）

第165号（今年度第2号）発売中

空中写真によるランドスケープ･ユニットの判読（武内和彦)／さまざまな分野での空中写
真利用一考古学（宮塚義人)，海岸工学（宇多高明)，林学（石川善朗)，地理学（杉谷
隆)／空中写真紀行一都区部の空の下（編集部）

◎お求めは，日林協事業部（事業部直通丑03-3261-6969,FAXO3-3261-3044)まで
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詞へ②圃琶趣圃一親林活動をｻボー ﾄする

21．ネイチヤーゲーム（4）
プログラムのたてかた

その1．『フローラーニングの理論』

今回は，（ネイチャーゲームの）最終回として，

ネイチャーゲームで森林に親しむプログラムの立

案方法についてご紹介したい。ネイチャーゲーム

のプログラム作成に当たり，必ず押さえる必要が

あるのがフローラーニングという理論である。こ

れは，ネイチャーゲームの考案者である米国人ナ

チュラリスト,Jコーネル氏が，ネイチャーゲー

ムの実践方法として考案した理論である。

フローラーニングは，一言でいえば，何種類か

のネイチャーゲームを組み合わせることにより，

より効果的な「流れ」を作ろうというものだ。

ネイチャーゲームは，現在ある64のゲームが，

そのゲームの持つ特性によって大きく4つのグル

ープに分かれており，それぞれのグループには，

その雰囲気を代表する動物のマークがついている。

まず，カワウソのマークのグループには，活動

的でエネルギッシュなゲームで構成されている。

五感を働かせて注意深く衝擦力を養うゲームのグ

ループは，カラスのマーク。そして，静かに自然

の中に溶け込み，自然との一体感を味わおうとい

うのが，クマのマークのグループだ。さらに，参

加者一人一人の体験や自然観を分かち合おうとい

うのがイルカのマークのゲームである（図・1)。

この4つのマークの中から，テーマや参加者の

状況に合わせてゲームを選び，同じ雰囲気で単調

にならないように「流れ」を作ることができるの

だ。この「流れ」により参加者は，いつも新鮮な

気持ちで，生き生きと自然とふれあうことができ

るようになるのである。

その2．『フローラーニングの実際』

さて，それでは，こうしたフローラーニングの

1鋤、

降旗信一

カワウソのグループ

体を動かしながら楽しく遊ぶ
活動的な19のゲーム

①生きもののピラミッド⑧私は樅でLよう(2)⑭この指とまれ
②食物連鎖⑨ノアの箱舟⑮自然の流れ
③天敵と獲物⑩励物ジェスチャー⑯木を作ろう
④動物あてケーム⑪カウボーイケーム⑰ネイチャービンゴ
⑤私は誰でしょう(1)⑫森の催物⑬ハビタット
⑥木の紫のカルタとり⑬コウモリﾋガ⑲はじめ哉して
⑦フクロウとカラス

皇烈:鰯貫麟2
の嫉覚を広げる17のゲーム

①音いくつ ⑦木のシルエット⑬サバイバルハイク
②色いくつ⑧宝静がし⑭サウンドマップ
③カモフラージュ⑨カメレオンケーム⑮ひとりぽっち
④同じものを兇ついよう⑭いねむりおじぎん⑮裸足で歩こう
⑤ミクロハイク@I削夜を照らせ、動物紳士録
⑥植物遷移の旅⑫樺の探依団

厭：鯉{壗瞳〃3
一体感を感じる19のゲーム

①大地の窓⑧目かくし迷子⑭感覚のひろがり
②木の鼓紬⑨バードコール⑮ミステリーアニマル
③目かくし歩き．⑩とまり木⑯詩の小道
④わたしの木⑪猟の狩人たち⑰イメージの旅
⑤目かくしトレイル⑫狩人の訓練⑬木の一年
⑥ロールプレイ⑬ナイトハイク⑲カメラケーム
⑦目かくしイモ虫

公一:羅鍵墓職‘4

①森の設洲慨④ネィチャーメディテーション
②サイレントウオーク⑤Iﾘ1日への手紙
③ナチュラリストの物雛⑥私の詩

図･1ネイチャーゲームのグループ分け

理論は，どのように実践で取り入れられるのだろ

うか。

ここでは,側)東京都森林整備公社力:実施した｢森

と遊ぶネイチャーゲームハイキング」のプログラ

ムを例に取りながらご紹介したい。このイベント

は，森林を守る都民基金事業の一環として，都民

に広く森に親しんでもらおうという目的で，平成

元年の11月に東京都八王子市で実施されたもの

である。プログラムは,公募された約60名の親子

が，秋の森を楽しみながら散策できることをネラ
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表．1モデルプログラム

(ネイチャーゲームをプログラムに取り入れた親子向け1日イベントのプログラム例）

時間

10；30

11：00

11:30

12：10

13：㈹

13：40

14：10

14；40

15:30

16：00

16：30

場所

広暢

広場

広場

広堀

広場から

森へ

森

森

森

森

森から

広場へ

広場

ゲーム名

私は雄でしょうE)

頓、

コウモリとガ

蜆、

動物ジェスチャー

嶮可

昼食

目かくしイモ虫

侭

木のシルエット

蛸、

同じものを

見つけよう

＝

私の木

侭

休憩

散策

解散

ケームの概要とプログラムのねらい

動物の写真のカードを全員が背中につけ，周囲の人に質問

しながら，その動物を当てる。アイスプレーキングを行う

とともに，自然に対しての関心を呼び起こす

多くの動物たちは，さまざまな相互関係を持って生きてい

る。その1つが天敵と獲物の関係。これを，実際に，その

動物になりきって追いかけ合いをすることにより，動物た

ちの気持ちに近づく

それぞれの動物の形や生活や行動についてのイメージが膨

らんだところで,グループワークとして,動物ジェスチャー

を行う

目かくしイモ虫で広場から森に移動する。目かくしにより

参加者の想像力が高まり，森に入るときにも暇かに周囲の

気配を感じることができる。最後は，その森でいちばん大

きな木の下に全員を寝かせて，あおむけの状態で目か＜し

をとってあげる

今度はj少し場所を変えて，森に移動する。木の一本一本

の違いをジェスチャーで表すことにより,rその1本の木」
の特徴をつかむ

どんぐりや落ち葉など，その森に落ちているものをあらか

じめ集めておき，バンダナの上に並ぺて》一定の時間だけ

参加者に見せ，同じものを拾ってきてもらう。最後に答え

合わせをしながら，それぞれのものの森の中での役割や，

誰がどうやって落としたのかなどを話し合う

最後にその森の中に数多くある木の中で参加者に1人1

本，その人の木を見つけてあげ，最初は目かくしをして会

いに行ってもらう。そして，ほかの木とは違う，その木だ

けの特徴を探しながら，その木と本当に友だちになっても
らう

おやつを食べながら,それぞれ自分の木に名前をつけたり，

登つだりして遊ぶ。中には木といっしょに記念写真を撮る
人もいる

』

目かくしイモ虫で歩いだ道を帰りながら，お互いに感じた

ことを振り返る

私は誰でしょう

宝さがし

イに立案され,当日は,60名が10名ずつ6班に分

かれて実施された。表｡lは，あるグループのプロ

グラム例である。

このように，実際のプログラム立案は，「森｣や

｢広場」などの環境，そして「動物の生態」「森の

しくみ」などのテーマ，さらにカワウソ，カラス，

クマといったマーク，この3つの要素を基に立案

されるのである。参加者たちは，森を歩きながら

さまざまな場所，テーマ，そしてさまざまな雰囲

気で森に親しむことができるわけだ。

この日のプログラムは，参加者から大好評で，

後日，半数以上の参加者から礼状が送られてきた

ばかりでなく，中には新聞の投書柵に感想が掲載

された方もいたほどだ。

林業技術No5981992.1



木のシルエット

もちろん，指導に当たったネイチャーゲーム指

導員たちの力によるところも大であるが，フロー

ラーニングの理論を取り入れることにより，この

ような多大な効果を上げることができたといえる

だろう。

さいごに

私たちは，1986年以来，全国各地で講習会等を

通してネイチャーゲームの普及に取り組んできた。

指導の依頼主は，林業関係の各機関をはじめ，レ

クリエーション団体，地方自治体，自主保育グル

ープ，子供会，緑の少年団，児童館，企業，大学

と実に多種多様である。ネイチャーゲームの連載

が始まったわずか1年前と比べても，何か新しい

方法で森と親しみたいという要望を持つ人々や団

体は確実に増加している。

ところが，このように自然とのふれあいの必要

性が大変高まっているにもかかわらず，その手法

において，例えばキャンプでは，いまだに3種の

神器（テント張り，キャンプファイアー，飯合炊

さん）等と，指摘されているようにプログラムが

固定化されており，いつも同じ内容のものが行わ

27

目かくしイモ虫

れている状態だ。

これは，単にアイデア不足という単純なもので

はなく，指導者が自然や森林をどう見ているか，

という認識の問題である。ただ「森の中で何かを

やればいい」という考え方では，その森は，単に

｢何かを行うための場所」でしかなくなってしま

う。それでは，森を切り開くことはできても，森

から学び，森とともに生きる喜びを感じることは

難しいだろう。

自然の中で行うプログラムは，自然と直接ふれ

あい，自然から学ぶものであってこそ価値がある

のだ。

森林インストラクター制度なども本格的にスタ

ートしたようだが，これからの指導者は，このこ

とをしっかり認識してほしい。そのための第一歩

は，いきなり図鑑を持って鳥や草花の名前を覚え

るよりも，まず森を感じ，そして森との一体感を

味わうことだ。

この「ネイチャーゲーム」は，そのための最高

の入門プログラムとなるだろう。

（ふりはたしんいち・ネイチャーゲーム研究所）

◎ネイチャーゲーム自然体験講座（初級指導員養成講座）のお知らせ……①神奈川県＝日時：3月

20～22日，会場：こどもの国，対象：一般，参加費：講習費18,000円・宿泊十食費7,000円(研究所会

員1,000円引き)｡②大阪府＝日時:3月20～22日,会場：大阪府総合青少年野外活動センター,対象：

一般，参加費：未定。③神奈川県＝日時：5月3～5日，以下①に同じ。以上の問合せはネイチャーゲ

ーム研究所へ。

◎新刊テキストのお知らせ．．…『親子で楽しむネイチャーゲーム一心と体で感じる新しい自然ふれあ
いプログラム』（降旗信一著),･発行：善文社(a03-3833-7201),定価1,2()0円。

◎ネイチヤーゲームに関するイベント・講習会・教材などの問合せは，〒156東京都世田谷区松原1-56-9
クリオール明大前201号室ネイチャーゲーム研究所("03-5376-2733,火～金曜の12:00～17:30)まで。
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を
出
し
た
う
え
、
江
戸
の
町
の
大
半
を
焼
き
尽
く
し

た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
明
暦
の
大
火
で
あ
る
。

振
袖
火
事
に
ま
つ
わ
る
因
縁
話
に
つ
い
て
、
俗
に

伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
麻
布
の
質
商
遠
州
屋
の

十
六
歳
に
な
る
一
人
娘
梅
野
が
、
母
に
連
れ
ら
れ
て
、

本
妙
寺
に
参
詣
し
た
つ
い
で
に
、
浅
草
観
音
に
回
る

途
中
、
美
し
い
寺
小
姓
に
出
会
い
、
一
目
惚
れ
し
て
、

小
姓
の
着
て
い
た
の
と
同
じ
模
様
の
振
袖
を
作
る
な

ど
し
て
恋
い
焦
が
れ
て
い
る
う
ち
、
病
に
か
か
り
あ

え
な
く
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
振
袖
が
形
見
と
し

ジャヤナギ原稿図

白井光太郎

i､植物研究雑誌』
第5巻第3号

て
本
妙
寺
に
納
め
ら
れ
た
が
、
や
が
て
こ
れ
が
古
着

屋
に
売
ら
れ
、
転
々
と
若
い
娘
の
手
に
渡
り
、
次
々

に
不
幸
を
招
い
た
末
、
三
た
び
寺
に
戻
っ
た
。
和
尚

が
気
味
悪
が
り
、
供
養
の
た
め
の
施
餓
飢
を
行
っ
た

揚
げ
句
の
果
て
が
こ
の
始
末
、
な
に
や
ら
怪
談
め
い

た
因
縁
話
だ
が
、
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
な
い
。

ジ
ャ
ヤ
ナ
ギ
と
い
い
、
フ
リ
ソ
デ
ヤ
ナ
ギ
と
い
い
、

そ
の
名
の
由
来
に
、
と
も
に
若
い
娘
と
寺
小
姓
と
の

間
の
悲
し
い
恋
物
語
が
ま
つ
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、

偶
然
と
は
い
え
、
不
思
議
な
因
縁
で
あ
る
。フリソデヤナギ

寺崎留吉
『日本植物図譜』

形
態
・
分
布
な
ど
ジ
ャ
ヤ
ナ
ギ
は
雌
雄
異
株
の
落

葉
高
木
で
、
雌
株
の
み
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本
州
、

四
国
、
九
州
の
人
里
近
い
湿
地
に
生
え
、
栽
培
も
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
古
く
大
陸
か
ら
帰
化
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
三
～
五
月
、
葉
と
同
時
に
長
楕
円
形
の
雌

花
穂
が
現
れ
る
。
楕
円
状
卵
形
で
長
軟
毛
の
あ
る
苞

の
内
側
に
一
本
の
雌
し
べ
と
淡
黄
色
の
二
個
の
腺
体

を
つ
け
た
花
が
、
多
数
集
ま
っ
て
穂
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
腺
体
は
花
被
が
退
化
し
て
で
き
た
も
の
で
、
蜜

を
分
泌
す
る
。
成
葉
は
披
針
形
、
長
さ
十
～
十
五
セ

ン
チ
で
先
は
長
く
と
が
り
、
基
部
も
鋭
形
で
蕊
面
は

粉
白
色
、
両
面
と
も
無
毛
で
あ
る
。
よ
く
似
た
キ
ヌ

ヤ
ナ
ギ
も
江
戸
時
代
に
渡
来
し
た
と
思
わ
れ
、
植
栽

ま
た
は
関
東
以
西
の
本
州
、
四
国
、
九
州
に
野
生
化

も
し
て
い
る
。
雄
株
だ
け
が
知
ら
れ
て
い
て
、
葉
は

狭
披
針
形
で
長
さ
十
～
十
二
セ
ン
チ
あ
り
、
裏
面
に

銀
白
色
の
伏
せ
た
毛
が
あ
る
と
こ
ろ
が
違
う
。

フ
リ
ソ
デ
ヤ
ナ
ギ
の
．
訂
宮
８
冨
夢
の
。
冨
園
日
日
画
は

一
枚
の
芽
鱗
に
く
る
ま
れ
た
冬
芽
が
紅
赤
色
に
目
立

っ
て
美
し
い
。
ア
カ
メ
ヤ
ナ
ギ
の
名
で
栽
培
し
た
雄

株
の
切
り
枝
が
、
早
春
に
は
花
屋
の
店
頭
に
並
ぶ
。

牧
野
新
日
本
植
物
圖
鑑
に
は
雌
株
は
わ
か
っ
て
い
な

い
と
あ
る
が
、
一
九
八
一
年
栃
木
県
で
野
生
し
て
い

る
一
株
の
雌
株
が
見
つ
か
っ
た
。
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
切

唱
肖
蔑
の
ご
訂
冨
ご
と
バ
ッ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
冨
匡
８

国
日
日
“
の
雑
種
な
の
で
、
子
房
柄
と
花
柱
の
長
さ

は
中
間
形
を
し
て
お
り
、
一
個
の
腺
体
が
あ
る
。
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野
生
樹
木
の
う
ち
で
、
ヤ
ナ
ギ
、
ツ
ッ
ジ
な
ど
に

は
、
い
わ
く
あ
り
げ
な
字
句
を
冠
し
た
も
の
が
多
い
。

ヤ
ナ
ギ
の
仲
間
で
は
、
ジ
ャ
ヤ
ナ
ギ
と
フ
リ
ソ
デ
ヤ

ナ
ギ
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

ま
ず
ジ
ャ
ャ
ナ
ギ
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
述
べ
て

み
よ
う
。

ジ
ャ
ヤ
ナ
ギ
は
ｍ
巴
尉
の
国
ｇ
閏
冒
野
営
ｇ
・
奥

野
く
．
の
学
名
を
有
し
、
別
名
を
オ
オ
シ
ロ
ヤ
ナ
ギ
と

称
す
る
も
の
で
、
明
治
の
初
め
、
横
須
賀
造
船
所
の

へ
抄

医
師
サ
バ
チ
ェ
が
、
現
在
の
横
須
賀
市
逸
見
で
採
集

し
た
も
の
が
基
準
標
本
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
ジ

ャ
ヤ
ナ
ギ
の
和
名
を
与
え
た
の
は
白
井
光
太
郎
博
士

で
、
同
博
士
は
、
明
治
二
十
九
年
（
二
八
九
）
六

月
発
行
の
『
植
物
学
雑
誌
』
（
第
二
二
号
）
に
、
ジ

ャ
ヤ
ナ
ギ
命
名
の
経
緯
を
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
白
井
博
士
が
、
明
治
二
十
八
年

八
月
、
高
野
山
の
大
橋
か
ら
奥
の
院
に
通
じ
る
道
の

じ
ゃ
や
な
ぎ

ほ
と
り
に
あ
る
、
同
山
の
名
所
蛇
柳
の
枝
葉
を
採
集

し
、
さ
ら
に
翌
年
五
月
、
人
を
介
し
て
花
穂
を
入
手
、

こ
れ
が
、
前
年
筑
波
山
に
お
い
て
採
集
し
た
標
本
と

木
の
名
の
由
来

46

ジ
ヤ
ヤ
ナ
ギ
と
フ
リ
ソ
デ
ヤ
ナ
ギ

と
も
に
、
前
記
の
学
名
を
有
す
る
も
の
に
該
当
す
る

こ
と
を
確
認
、
ジ
ャ
ヤ
ナ
ギ
と
命
名
し
た
と
い
う
。

高
野
山
の
蛇
柳
は
同
紀
伊
国
名
所
図
会
』
（
一
八
三

八
年
）
な
ど
に
も
そ
の
図
が
載
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

さ
い
．
か
や

古
く
は
、
高
野
山
麓
の
雑
賀
屋
の
娘
お
梅
と
寺
小
姓

久
米
之
介
と
の
悲
恋
を
描
い
た
近
松
の
浄
瑠
璃
『
心

中
万
年
草
鮭
に
も
そ
の
名
が
現
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

相
思
相
愛
の
右
の
二
人
が
、
し
ょ
せ
ん
は
添
わ
れ
ぬ

ざ
麓
め

や
い
ば

運
命
を
か
こ
ち
、
同
じ
刃
に
伏
す
べ
く
、
高
野
の
女

人
堂
目
ざ
し
て
登
り
行
く
。
そ
の
道
行
き
の
段
に
、

「
此
世
か
ら
さ
え
嫌
わ
れ
て
、
深
き
心
を
奥
の
院
み
め

う
（
御
廟
）
の
橋
公
輝
ざ
も
鍵
挫
の
み
せ
し
め
蛇
柳

や
Ｌ
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
芝
居
な
ら
ば
、
観
客
の

涙
を
絞
ら
ず
に
は
お
か
ぬ
場
面
で
あ
る
。

蛇
柳
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
に
、
昔
こ
の

あ
た
り
に
大
蛇
が
住
み
、
人
々
に
害
を
与
え
た
の
を

弘
法
大
師
が
加
持
力
で
南
麓
の
大
滝
に
封
じ
込
め
、

こ
れ
が
大
蛇
の
姿
そ
の
ま
ま
の
柳
に
な
っ
た
と
い
う

話
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
言
い
伝
え
の
ど
れ
も
が
大
師

深
津
正

小
林
義
雄

の
加
持
力
に
結
び
付
け
て
あ
る
点
大
同
小
異
で
あ
る
。

こ
の
蛇
柳
も
、
近
年
ま
で
は
、
奥
の
院
へ
の
行
き

来
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
が
、
今
は
惜

し
く
も
枯
死
し
て
、
そ
の
姿
を
見
る
す
べ
も
な
い
。

一
方
フ
リ
ソ
デ
ヤ
ナ
ギ
の
語
源
で
あ
る
が
、
こ
ち

ら
は
ジ
ャ
ヤ
ナ
ギ
と
違
っ
て
い
か
に
も
優
雅
な
形
容

で
あ
る
。
試
み
に
『
牧
野
新
日
本
植
物
圖
鑑
』
を
見

る
と
、
「
秋
に
豊
か
に
葉
の
垂
れ
下
が
っ
た
様
子
を
振

袖
に
た
と
え
た
も
の
」
と
述
べ
畠
日
本
国
語
大
辞
典
』

（
小
学
館
）
に
も
同
様
の
説
明
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ

て
い
る
。
そ
う
い
え
ば
、
秋
の
こ
ろ
の
こ
の
ヤ
ナ
ギ

の
葉
が
、
振
袖
に
見
た
て
ら
れ
な
い
で
も
な
い
が
、

ど
う
や
ら
こ
の
説
は
誤
り
ら
し
い
。

本
当
の
と
こ
ろ
は
、
有
名
な
江
戸
の
大
火
振
袖
火

事
に
ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

ヤ
ナ
ギ
の
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ
た
木
村
有
香
博

士
が
、
巣
鴨
の
本
妙
寺
の
境
内
で
、
パ
ッ
コ
ヤ
ナ
ギ

（
ヤ
マ
ネ
コ
ャ
ナ
ギ
）
と
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
か
け
合
っ
た

新
種
を
発
見
し
た
の
が
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）

の
こ
と
。
本
妙
寺
と
い
え
ば
、
振
袖
火
事
の
火
元
と

し
て
知
ら
れ
た
寺
誘
そ
こ
で
こ
れ
を
フ
リ
ソ
デ
ヤ
ナ

ギ
と
命
名
し
た
と
い
わ
れ
る
。

本
妙
寺
は
、
も
と
本
郷
丸
山
（
今
の
文
京
区
）
に

あ
り
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
正
月
十
八
日
、
こ

の
寺
で
施
餓
飢
が
行
わ
れ
、
そ
の
と
き
に
火
に
投
じ

た
振
袖
が
、
突
如
空
に
舞
い
上
が
り
、
折
か
ら
の
強

風
に
あ
お
ら
れ
て
大
火
災
と
な
り
、
数
万
人
の
死
者
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今月のポイント

・春の七草と七草粥

．お大黒様，お大黒様

まi.___.__________r_ZEたんだいこに豆あがれ！i､___.__-------..-…--.-…_一……j_____|

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●筆者撮影●

ま
た
、
「
子
宮
収
縮
作
用
物
質
の
研
牢
番
を
行
っ
て
い
た

と
き
に
、
ナ
ズ
ナ
に
強
い
収
縮
作
用
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、

し
ば
ら
く
実
験
を
続
け
た
も
の
の
、
そ
の
活
性
成
分
は
わ

か
ら
ず
じ
ま
い
で
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

「
は
こ
べ
」
の
花
は
夏
で
も
咲
き
、
冬
も
緑
を
絶
や
さ
な

い
。
多
く
は
越
年
し
て
春
に
枯
れ
る
が
、
夏
ご
ろ
で
も
見

ら
れ
る
の
は
、
種
子
か
ら
繰
り
返
し
芽
生
え
る
か
ら
で
あ

ろ
う
。ハ
コ
ベ
に
は
、
コ
ハ
コ
ベ
と
ミ
ド
リ
ハ
コ
ベ
が
あ
る
。

両
者
の
区
別
は
難
し
い
が
、
茎
が
赤
褐
色
を
帯
び
て
は
う

よ
う
に
広
が
り
、
小
形
の
葉
を
つ
け
る
の
が
コ
ハ
コ
ベ
、

茎
が
緑
色
で
や
や
立
ち
、
大
き
い
葉
を
持
つ
の
が
ミ
ド
リ

ハ
コ
ベ
。
畑
や
空
き
地
な
ど
日
当
た
り
の
よ
い
所
に
は
コ

ハ
コ
ベ
が
、
林
の
周
り
や
草
む
ら
な
ど
、
や
や
日
影
に
は

『

これぞ春の七草／

ミ
ド
リ
ハ
コ
ベ
が
多
い
。

ハ
コ
ベ
（
ナ
デ
シ
コ
科
）
の
学
名
は
ス
テ
ラ
リ
ア
。
ス

テ
ラ
は
星
の
意
味
で
、
花
の
よ
う
す
が
星
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
つ
い
た
名
前
の
よ
う
だ
。
ウ
シ
ハ
コ
ベ
や
ミ
ャ
マ

ハ
コ
ベ
な
ど
は
い
ず
れ
も
ス
テ
ラ
リ
ア
の
仲
間
に
入
る
。

我
が
顔
を
雨
後
の
地
面
に
近
づ
け
て
ほ
し
い
ま
ま

に
ハ
コ
ベ
を
あ
い
す
木
下
利
玄

「
す
ず
な
」
（
蕪
）
、
「
す
ず
し
ろ
」
（
大
根
）
は
い
ず
れ
も

日
本
で
よ
く
食
べ
ら
れ
る
野
菜
。

大
根
に
ち
な
ん
だ
話
と
し
て
、
山
形
の
故
郷
で
は
、
十

二
月
九
日
は
「
耳
の
日
」
と
し
て
、
豊
作
と
健
康
を
祈
願

す
る
。お
大
黒
様
、
お
大
黒
様

今
年
も
よ
い
耳
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
！

お
大
黒
様
、
お
大
黒
様

ま
っ
た
ん
だ
い
こ
（
二
又
の
大
根
）
に
豆
あ
が
れ
！

と
、
神
棚
に
は
二
又
の
大
根
を
供
え
、
升
の
中
に
お
金
と

豆
を
入
れ
ふ
た
を
し
て
、
ガ
ラ
ガ
ラ
と
音
を
出
し
な
が
ら

唱
え
る
。

『
大
黒
様
は
、
意
地
悪
か
ら
ど
の
家
に
行
っ
て
も
餅
だ
け

を
食
べ
さ
せ
ら
れ
、
そ
れ
は
そ
れ
は
胸
焼
け
で
苦
労
し
た
。

そ
の
と
き
通
り
掛
か
り
で
、
大
根
を
洗
っ
て
い
た
娘
さ
ん

が
主
人
の
目
を
盗
ん
で
、
二
又
の
大
根
の
端
っ
こ
を
食
べ

さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
元
気
を
回
復
し
た
そ
う
で
す
』

二
又
の
大
根
は
大
阪
、
四
天
王
寺
の
「
三
面
大
黒
天
」

の
大
き
な
ち
ょ
う
ち
ん
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
浅
草
の

「
待
乳
山
聖
天
」
で
も
見
ら
れ
、
多
産
、
安
産
を
祈
願
し
て

い
る
よ
う
だ
。
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1⑪春の目覚め,七草粥

奥山徹
や
零
争

必
や
争

奪
聯
争
奪 (明治薬科大学・教授）

迎
春

新
年
を
迎
え
、
今
年
は
自
然
環
境
の
す
ば
ら
し
さ
を
知

り
、
そ
れ
を
い
か
に
守
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
大
き
な
感
心
を
寄
せ
、
よ
り
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
、
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

正
月
七
日
は
、
「
七
草
粥
」
を
食
べ
ら
れ
ま
し
た
か
？

＊
＊
＊

七
草
菜
を
食
べ
る
起
源
は
古
く
島
荊
楚
歳
時
記
』
に
「
正

月
七
日
、
人
日
（
に
ん
じ
っ
）
、
に
七
種
菜
を
以
て
菱
（
あ

っ
も
の
）
と
な
す
」
と
あ
る
。
若
菜
を
食
べ
て
邪
気
を
除

く
と
考
え
た
中
国
の
年
中
行
事
の
一
つ
が
ま
ね
ら
れ
た
も

の
で
、
七
の
字
を
縁
起
よ
し
と
す
る
思
想
で
も
あ
る
。
し

か
し
、
大
陸
に
は
も
う
こ
の
習
慣
は
な
く
な
っ
た
と
の
こ

と
。
中
国
か
ら
の
留
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
七
草
粥
を
食
べ
、

こ
の
あ
た
り
の
話
を
し
た
と
き
「
日
本
人
は
今
で
も
昔
か

ら
の
古
い
行
事
を
大
切
に
し
て
い
る
」
と
、
感
激
し
た
あ

の
姿
が
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

な
お
蕊
（
汁
）
が
粥
に
な
っ
た
の
は
室
町
時
代
以
降
で
、

そ
れ
は
一
月
十
五
日
の
小
豆
粥
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
平
安
時
代
に
は
「
主
水
司
」
が
七
種
粥
を
献
じ
た

こ
と
が
周
延
喜
式
』
に
、
若
菜
を
摘
み
に
行
っ
た
こ
と
が

『
枕
草
子
賭
に
見
ら
れ
る
。

せ
り
、
な
ず
な
、
お
ぎ
よ
う
（
ハ
ハ
コ
グ
サ
）
、
は
こ

べ
ら
、
ほ
と
け
の
ざ
（
タ
ビ
ラ
コ
）
、
す
ず
な
（
カ
ブ
）
、

す
ず
し
ろ
（
ダ
イ
コ
ン
）
を
数
え
る
の
が
普
通
で
あ

ブ
（
》
◎

七
種
の
植
物
は
い
ろ
い
ろ
変
わ
り
、
豆
類
や
柿
な
ど
、

ま
た
所
に
よ
っ
て
は
人
参
・
牛
傍
、
そ
れ
に
餅
を
入
れ
る

所
も
あ
る
。
春
の
七
草
は
長
い
冬
の
間
の
青
葉
不
足
か
ら

春
の
訪
れ
を
心
待
ち
に
、
雪
の
下
か
ら
の
ぞ
く
青
葉
を
探

し
糧
と
し
た
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
る
。

「
せ
り
」
（
芹
）
は
、
水
田
、
あ
る
い
は
川
辺
に
よ
く
見

か
け
ら
れ
る
セ
リ
科
の
植
物
。
茎
葉
と
も
に
赤
み
を
帯
び

た
も
の
を
赤
芹
と
称
し
、
茎
の
白
い
も
の
を
白
芹
と
い
う
。

赤
芹
（
田
芹
）
が
香
り
も
よ
く
、
形
も
大
き
い
。

『
万
葉
集
』
巻
二
十

あ
か
ね
さ
す
昼
は
田
賜
（
た
た
）
び
て
た
ま
の

夜
の
暇
に
摘
め
る
芹
こ
れ

ま
す
ら
お
と
思
え
る
も
の
を
大
刀
は
き
て
か

に
は
の
田
居
に
芹
ぞ
摘
み
け
る

日
本
に
は
古
く
か
ら
セ
リ
が
生
育
し
て
お
り
、
野
生
の

そ
き
い

蔬
菜
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
な
ず
な
」
（
齋
、
地
英
菜
、
護
生
草
）
は
、
オ
バ
バ
キ

ン
チ
ャ
ク
、
ガ
ラ
ガ
ラ
、
ガ
ラ
ン
ガ
ラ
ン
、
コ
モ
ソ
グ
サ
、

メ
ナ
ズ
ナ
と
い
っ
た
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ペ
ン
ペ
ン

グ
サ
（
三
味
線
草
）
と
い
う
の
は
、
果
実
の
形
が
三
味
線

の
バ
チ
に
似
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
ナ
ズ
ナ
は
秋
冬
か
ら
春
に
見
ら
れ
る
が
、
夏
に

は
地
上
部
が
枯
れ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
ナ
ッ
ナ
キ
（
夏
無

き
）
の
略
で
あ
る
と
の
説
や
、
夏
に
枯
れ
る
と
こ
ろ
か
ら

ナ
ッ
ナ
（
夏
無
）
の
意
味
で
あ
る
と
の
説
な
ど
も
あ
る
。

粥
は
生
す
る
こ
と
済
済
た
り
故
に
之
を
齋
と
謂
ふ

ナ
ズ
ナ
の
根
は
眼
疾
に
効
く
。
根
を
す
り
つ
ぶ
し
た
液

で
目
を
洗
う
と
痛
み
が
と
れ
る
。

卯
月
（
陰
暦
四
月
）
八
日
、
ナ
ズ
ナ
を
採
っ
て
常

に
用
い
れ
ば
瞳
子
が
よ
く
な
る

林業技術No.5981992.1



32

か
れ
て
い
た
。
彼
が
名
付
け
た
愛
称
で
あ
る
。

傍
ら
の
原
生
林
に
は
ワ
イ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
氏
が
親

し
ん
だ
樹
林
を
一
巡
し
な
が
ら
レ
イ
ン
・
フ
ォ
レ
ス

ト
の
気
分
が
味
わ
え
る
遊
歩
道
が
で
き
て
い
る
。

「
キ
ン
グ
・
ビ
リ
ー
・
パ
イ
ン
は
タ
ス
マ
ニ
ア
に
し

か
な
い
」

と
教
え
ら
れ
て
、
そ
の
幹
や
葉
を
し
げ
し
げ
と
見

た
。
パ
イ
ン
と
呼
ん
で
い
る
が
、
葉
は
マ
ツ
の
よ
う
な

針
で
は
な
く
、
ス
ギ
の
よ
う
で
あ
る
。
遠
目
に
は
ア

少

蕊一
一
一

一

零
一二

‐函今
＞竜

準
一
且 》

錦

獅

蜀
顛

誠｢:， 忠

旦も

い

クレードル・マウンテンの麓にあるトーブ湖

オ
モ
リ
ト
ド
マ
ッ
の
よ
う
で
い
て
、
幹
を
見
る
と
風
し
、
草
や
苔
も
生
え
て
い
な
い
露
岩
の
上
で
、
毒
蛇
ら

雪
に
耐
え
抜
い
た
老
木
が
多
い
。
説
明
板
を
見
る
と
、
し
い
一
匹
が
ゆ
う
ゆ
う
と
天
を
仰
い
で
い
た
。
一
瞬
、

。
○
○
○
年
以
上
の
樹
齢
が
あ
る
。
長
い
も
の
は
一
私
の
足
は
眼
下
の
湖
の
ほ
う
へ
滑
り
そ
う
に
な
っ
た
。

三
○
○
年
か
ら
一
五
○
○
年
生
き
続
け
る
」
と
書
い
「
き
ょ
う
は
山
が
よ
く
見
え
る
」

て
あ
っ
た
。
と
、
案
内
者
は
言
っ
た
の
で
、
目
を
移
す
と
、
こ

「
こ
の
島
の
四
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
は
森
林
で
す
」
の
島
で
は
一
年
の
う
ち
二
七
五
日
も
雨
が
降
る
と
の

と
い
う
が
、
金
銀
や
銅
な
ど
が
か
な
り
採
れ
る
の
こ
と
、
幸
い
き
ょ
う
は
快
晴
に
近
い
。

で
、
そ
う
い
う
開
発
の
た
め
に
、
樹
林
は
か
な
り
傷
「
快
晴
は
一
年
に
三
十
二
日
で
す
」

め
っ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
ク
レ
ー
ド
ル
．
と
、
案
内
者
は
正
確
な
表
現
を
し
た
。

マ
ウ
ン
テ
ン
一
帯
は
国
立
公
園
に
な
っ
て
い
る
が
、
「
こ
の
岩
は
シ
ュ
ー
サ
イ
ド
・
ロ
ッ
ク
で
す
」

レ
イ
ン
・
フ
ォ
レ
ス
ト
の
実
態
は
ど
う
な
の
か
。
私
が
立
っ
て
い
る
湖
畔
の
露
岩
の
こ
と
だ
。
こ
の

タ
ス
マ
ニ
ァ
と
い
え
ば
、
植
物
よ
り
も
、
珍
奇
な
上
か
ら
よ
く
自
殺
す
る
人
が
い
る
の
だ
ろ
う
。
湖
水

動
物
と
し
て
、
〃
タ
ス
マ
ニ
ァ
ン
・
デ
ビ
ル
〃
が
知
ら
は
深
そ
う
で
神
秘
的
だ
。
蛇
も
住
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。

れ
て
い
る
の
で
、
よ
く
見
る
と
、
花
崗
岩
と
は
ち
ょ
っ
と
連
う
よ
う
だ
。

「
今
で
も
い
る
か
？
」

〃
ク
オ
ー
ツ
〃
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。
石
英
か
。
思
う

と
聞
く
と
、
に
、
こ
の
岩
も
氷
河
時
代
が
終
わ
っ
て
か
ら
地
底
が

「
探
せ
ば
い
る
」

隆
起
し
て
地
表
に
現
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
岩
を
見
る

と
言
う
。
犬
と
熊
の
中
間
の
よ
う
な
姿
で
、
昼
間
と
わ
か
る
が
、
氷
河
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た
時
代

は
姿
を
見
せ
な
い
の
で
、
そ
の
実
数
は
つ
か
め
な
い
の
痕
跡
が
岩
肌
に
残
っ
て
い
る
。
よ
う
ら
ん

の
だ
ろ
う
。
動
物
園
に
い
る
実
物
を
見
た
が
、
絶
滅
こ
こ
は
本
当
に
ク
レ
ー
ド
ル
（
揺
鐙
の
世
界
だ

し
た
と
い
わ
れ
て
か
ら
妙
に
話
題
に
な
っ
て
い
る
感
と
、
私
は
あ
ら
た
め
て
感
じ
入
っ
た
。

じ
で
あ
る
。
私
が
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
カ
ン
ガ
ル
ー
し
か
し
、
三
日
目
の
夜
、
ヒ
ュ
ッ
テ
で
聞
い
た
話

や
コ
ア
ラ
の
よ
う
な
親
し
み
は
持
て
な
い
動
物
だ
。
は
、
最
近
の
現
実
を
教
え
て
く
れ
た
。

そ
れ
よ
り
原
始
性
を
感
じ
た
の
は
、
ク
レ
ー
ド
「
レ
イ
ン
・
フ
ォ
レ
ス
ト
を
誇
っ
て
い
る
が
、
こ
の

ル
・
マ
ウ
ン
テ
ン
の
入
口
に
あ
る
ト
ー
ブ
湖
の
ほ
と
十
年
間
に
鉱
山
会
社
が
キ
ン
グ
・
ピ
リ
ー
・
パ
イ
ン

リ
で
見
た
蛇
の
姿
で
あ
る
。
湖
畔
か
ら
見
え
る
山
の
を
盛
ん
に
伐
っ
て
い
る
」

高
さ
は
一
、
五
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
な
の
で
、
こ
こ
は
国
立
公
園
に
働
く
男
た
ち
の
、
そ
ん
な
声
が
静
か

数
百
メ
ー
ト
ル
の
標
高
で
、
今
は
秋
に
近
い
。
し
か
な
戸
外
の
森
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
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っ
て
く
れ
る
ツ
ア
ー
が
あ
っ
た
。
ツ
ア
ー
と
い
っ
て

森
へ
の
旅
も
、
十
人
程
度
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
に
乗
せ
て
三
時
間
ほ
ど
の
自
然
観
察
を
さ
せ
て
く

れ
る
の
だ
が
、
そ
の
途
中
に
あ
る
も
う
一
つ
の
ヒ
ュ

弘
タ
ス
言
一
ア
の
レ
イ
ン
・
フ
オ
ン
ス
ト

ッ
テ
の
存
在
は
語
る
に
値
す
る
。

そ
れ
は
こ
の
島
の
植
物
に
惚
れ
込
ん
で
、
こ
の
地

岡
田
喜
秋
で
後
半
生
を
送
っ
た
一
人
の
学
者
の
住
ま
い
で
あ
る
。

「
こ
の
家
は
キ
ン
グ
・
ピ
リ
ー
・
パ
イ
ン
で
造
ら
れ

タ
ス
マ
ニ
ア
島
で
自
然
を
探
る
数
日
を
過
ご
し
た
。
私
が
三
、
四
泊
し
た
こ
の
山
中
の
環
境
が
想
像
し
て
て
い
ま
す
」

こ
の
島
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
南
に
あ
り
、
独
自
な
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
。
と
、
案
内
者
は
言
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
そ
の
柱
や

地
表
を
見
せ
る
風
土
で
あ
る
。
南
極
に
近
い
の
で
、
こ
の
島
は
日
本
の
九
州
よ
り
大
き
く
て
、
北
海
道
壁
に
触
っ
て
み
た
。

日
本
か
ら
見
れ
ば
、
季
節
が
逆
で
あ
る
。
私
が
訪
れ
よ
り
は
小
さ
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
南
端
の
メ
ル
「
ワ
イ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
氏
は
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
で

た
三
月
は
、
こ
の
島
の
秋
の
初
め
で
あ
っ
た
。
ボ
ル
ン
の
町
か
ら
飛
行
機
な
ら
一
時
間
足
ら
ず
の
近
し
た
」

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
違
っ
て
、
こ
の
島
は
小
さ
い
さ
だ
が
、
風
景
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
は
違
う
樹
林
と
聞
い
た
と
き
、
こ
の
人
の
生
活
が
想
像
で
き
た
。

が
、
原
始
的
な
林
相
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
半
の
豊
か
さ
が
第
一
印
象
で
あ
っ
た
。
地
図
を
見
る
と
、
原
生
林
の
中
に
自
分
の
手
で
建
て
た
こ
の
住
居
。
こ

に
は
ユ
ー
カ
リ
が
、
西
南
部
の
山
中
に
は
パ
イ
ン
と
だ
れ
で
も
う
な
ず
け
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
島
は
、
一
こ
に
住
み
始
め
た
の
は
一
九
二
年
、
生
涯
一
人
身

呼
ば
れ
る
針
葉
樹
が
茂
っ
て
い
る
。
万
年
前
ま
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
南
端
だ
っ
た
が
、
の
ま
ま
、
取
り
巻
く
自
然
を
研
究
し
な
が
ら
約
二
十

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
モ
ミ
に
似
た
キ
ン
氷
河
が
溶
け
た
時
期
に
海
面
の
高
さ
が
上
が
っ
た
の
年
、
一
九
三
二
年
に
は
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、
ナ
チ

グ
・
ビ
リ
ー
・
パ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
樹
の
茂
り
で
あ
で
、
島
に
な
っ
て
大
陸
と
離
れ
た
の
で
あ
る
。

ユ
ラ
リ
ス
ト
に
徹
し
た
そ
の
一
生
を
地
元
の
人
は
高

っ
た
。
樹
の
高
さ
か
ら
い
え
ば
、
ユ
ー
カ
リ
の
ほ
う
私
が
翌
日
目
指
し
た
ク
レ
ー
ド
ル
・
マ
ウ
ン
テ
ン
く
評
価
し
、
一
九
七
七
年
に
こ
の
住
居
を
復
元
さ
せ

が
伸
び
る
が
、
こ
の
樹
は
名
の
と
お
り
、
原
生
林
の
は
、
名
の
と
お
り
地
球
誕
生
の
風
景
を
思
わ
せ
る
樹
た
の
だ
。

″
王
者
″
の
感
で
あ
っ
た
。
の
な
い
山
肌
で
、
火
山
の
〃
原
型
″
を
眼
前
に
見
せ
そ
の
植
物
学
者
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ

。
○
○
○
年
以
上
育
ち
続
け
て
い
る
」

て
く
れ
た
。
日
本
の
阿
蘇
山
に
似
て
、
噴
煙
は
な
い
う
な
一
室
、
そ
の
窓
か
ら
見
る
戸
外
の
林
に
は
白
い

と
、
ク
レ
ー
ド
ル
・
マ
ウ
ン
テ
ン
の
麓
に
あ
る
上
死
火
山
だ
が
、
そ
の
手
前
に
あ
る
湖
ま
で
の
山
路
は
、
幹
の
樹
が
目
立
っ
た
。

ユ
ッ
テ
の
人
は
言
っ
た
。
そ
こ
へ
行
く
ま
で
の
道
の
原
始
の
世
界
に
近
か
っ
た
。
「
山
火
事
が
多
い
の
で
す
」

左
右
に
は
ほ
と
ん
ど
人
家
が
な
か
っ
た
。
島
の
北
に
「
レ
イ
ン
・
フ
ォ
レ
ス
ト
と
呼
ぶ
」

と
案
内
者
は
言
っ
た
。
ク
レ
ー
ド
ル
・
マ
ウ
ン
テ

あ
る
ロ
ー
ン
セ
ス
ト
ン
と
い
う
町
か
ら
車
で
半
日
が
と
、
案
内
し
て
く
れ
た
ヒ
ュ
ッ
テ
の
人
は
言
っ
た
。
ン
に
毎
日
の
よ
う
に
通
っ
た
の
か
、
と
思
わ
れ
る
位

ヴ
ア
ル
ト
ハ
イ
ム

か
り
の
〃
悪
路
″
を
縫
っ
て
着
い
た
。
と
言
え
ば
、
ヒ
ュ
ッ
テ
に
泊
ま
っ
た
人
を
毎
日
麓
ま
で
連
れ
て
行
置
に
あ
る
こ
の
住
居
。
玄
関
に
は
「
森
の
家
」
と
書

林業技術No.5981992.]



34

一・'iⅡ10÷･OII'''一・,1Ⅱ''－．01Ⅱl‘一・01Ⅱ1.-.011110一・01110'一・‘11110÷･OII11‘一・01111.一・01111'一,011110一・'1111,-.1111'0－．01111‘一ｨlⅢ0一.01111,一・011110一・,11M

第
鋼
回
（
平
成
三
年
度
）
森
林
・
林
業
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

主
催
日
本
林
業
技
術
協
会
後
援
林
野
庁

ロ
叩
（
白
黒
写
真
の
部
）

▲特選（農林水産大臣賞）「かくれんぼ」川代達雄

（岩手県盛岡市）キヤノンEOS620,35～105ズー

ム，オート，愛岩山公園にて

ぐ佳作｢継索競技会寸景」山崎俊泰（静岡県掛川市）
県森連岡部木材共販所にて

一・'1111，－．,'''''－．11111，今.,1111.一・'1111．今｡,1111‘－．，11110÷,､1111‘一・''''''一‘i1iII，今,llll1'一．11110'一‘IIMI･一･i111I'一・I11iI‘－．，1110'一,11111'一・IIIll‘令,11111’
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←‘''''''一・'1110‘一・’1111‘一・01MI‘一・'1110‘一・IIlIl‘-.11111‘→‘'1111'一・,1111,-,0111''一・,1111.一・,Ⅲ''一・,'''''一・州I‘一・11Ⅱ''一‘‘'111，÷･01Ⅱl‘一・01111,→･’1111

公

鱗雪RJ

令

呼＃

難“
P

ー

’

君

▲一席（林野庁長官髄）「冬の山」玉手恒弘（北海道岩見沢市）キヤノンT90,35～70
ミリレンズ,F16,1/60羽幌にて

ぐこ席（日本林業技術協会徴）「杣人」

松原栄一（長野県木曽郡）キャノン

NewF-1,35～105ズーム,F11,

1/125福島営林署未川国有林にて

一.liIIl'一・'''11,-.01111'一・'1110'一・'1Ⅱ''一,'''''’-.11111.一‘OII'''一・ilWI,一・01111'一‘'11111一・'1111'一,,1111c一・,1111'一・t1110’令剣'11110-吋1110，÷‘'1Ⅱ1‘一・#1111
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-.111W，÷･''''''一・01111'一・''1110一・011M．一・4Ⅲ1，÷･01110'一,'1Ⅱl‘一・0IMI．÷･61110.÷･01ⅡI･一‘81119'一.O1III0→･'''''’一,011M，→．Ⅱ1110÷･9111ﾘ‘一・'1111‘一・tlⅡI

剰
ヱ

I舌一r司
令

I

一

磯豊 醗
＃
蕊

蕊 １
０
．８

稗
卿
揺熟 綴副纏】

Ｑ
【
一

』

＝沓

■
陣
』

､式
遮

灘
《

､､’一輪…

己

凶
匪
。
●
．
‐
、
－
０
晩

▲三席(日本林業技術協会微)『憩い」三谷清東

京都足立区）ミノルタα9000,35～70ズーム，
F8,オート葛飾区水元公園にて際

～

夕6

１
１

▲二席(日本林業技術協会賞)「冬の伐採作業」風林信一(北海
道札'幌市）千歳市にて

~『K石頭酒詞

二

ー導軒
里

､

蕊 I

9

凸

慰

劉
鬮

灘 q三席（日本林業技術協会徴）「春近い山」本
間公淳（秋田県横手市）ミノルタα8700,

28～135ズーム，オート秋田県八森町にて▲

←‘OIlM0一.''''''一・''''''一.lIIll0-可1MI‘-.11111'令,‘'''''-,01111'一‘OII'''一・11111‘÷‘01ⅡI‘一・0ⅡM'一・ilIlI‘一・OII'''一・O1iII‘÷'11Ⅱ0'一・11111'一.llIll0一.‘1111
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令・01ⅡU'一‘'11i''一・'1111‘÷‘‘'''''一・'1Ⅱl‘一・011M‘÷,lIliI･÷･'1111'一"'''''一・,1111.÷･l1HI‘一・illI1‘一・fIIlI'一・11111‘一・ｩI1il'-.,1M11－"1111，÷･’1111'一・8iIlI

ド
蕊

』

＝

凶
か

火
可f

麓鍾
｜ママ

▲佳作「店先」佐藤孝子（岐阜県山県郡）岐阜

県郡上にて

▲二席（日本林業技術協会賞）「鋸をとぐ」

新庄友行(北海道常呂郡)キヤノン,35～70

ズーム,F5.6,1/60留辺蕊町にて

一

ｰ

＝ ~

▲三席(日本林業技術協会賞)｢昼下がり」川口善也(岐阜県多治見市）

フジカタンデムデート，38ミリレンズ，オート，愛知県弥富町にて

一・OIiMO一・,1111‘一.flIII'一.I1IIl’一.‘1111'一・01111,÷,‘IMI･一・01Ⅱ'’一・,1111‘一・11111.今‘01111‘一・‘1111'一‘'1Ⅱ''一．01111．一‘01111'今''1111‘今‘01111'一・‘1110'一・lIIIl‘
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彫
毒

忍
マ
ーリ 1

齢
蝿
釧

磯 １
０
Ⅱ
Ｌ
ロ
日
Ｉ

､臼
９
ｙ
零

夢

、

▼

壷p

零蕊'I,J§

錨〃

州
r二

～

▲佳作｢歩くスキー」篠澤義雄(北海道名寄市)名寄に
て

▲三席（日本林業技制噸会賞)r山に生きる」梅津勘一

（山形市)ペンタックスLX,50ミリレンズ,F8,オー

ト山形県小国町にて

▲佳作「薪割り」林拓海（大阪府富田林
市）大阪府南河内郡紀見峠にて

ぐ三席（日本林業技術協会賞）

川代修一郎(岩手県聴岡市)ミ
35ミリレンズ,F11,1/250

て

｢早春の山里」

ノルタα7700，

岩手郡玉山村に

一,'1Ⅱl'÷‘'1111，－‘QlllIO-‘''''''-,,i''''一・01111'一・'1111,一'01111‘一‘'1111'一・01Ⅱl'÷'01111'一‘OII11，－.'1111'一'01111‘一・'1111'一‘'1111'-,01111‘令,1111I'一‘OlIII1
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林 業関係行事 一覧

月1

12催団体・会場・行蕊内容等区分 行事名 期間

全

園|懲顎蕊鍵ｽﾃﾑ'1”
日本木材総合情報センター（代表盆03-3816-5595,担当：流通促進

課)｡地域においてこれ叢で進めてきた国産材流通体制整備の優良事例
を評価・推奨することによって，全国的な国産材流通体制整備の促進
につなげていこうとするもの

森林・木質資源刺用先端技術推進協雛会。東京大学山上会館。林野庁
補助蝋業「森林衡源有効活用促進調査事業,の成果を基に，21世紀の
木材産業の技術体系を探る

災|燕勝緬木材産業の1.23
中

1 11

月2

値催団体・会場・行事内容等行事名 期間区分

緑の団体協議会｡三会堂ビル石垣記念ホール(港区赤坂,13:00～|17:
00)。テーマ:r緑は必要か」－文明と森林環境を考える

砂防学会。農協ホール(千代田区大手町1－83，農協ピル)。テーマ：
火砕流・土石流の実態と対策

アフリカ協会(a0335011878)･横浜市海外交流協会･緑の地球防衛
基金。アフリカに対する認識を深めるため，アフリカの抱える大きな

問題である「砂淡化」との戦いを身をもって経験するとともに，現地
市民との変流を促進するため，「植林活勤を通じるアフリカ理解の旅」
を実現する

文明と蒋淋環境シンポジウ
ム

嬰仙・普賢岳特別シンポジ
ウム

GREE侭TANZANIA'92

中 典

１１
●３－

８
９

１
１
２

●

●

■

２
７
》
，
一

″
″

"国際林業協力に参加” しませんか了☆あなたも

熱帯林の保全・造成，開発途上地域の振興，地球環境問題等が注目される中で，わが
国に対する「国際林業協力の要請」はますます拡大する方向にあります。それとともに，
国際林業協力を担う人材の確保もまた重要になってきております。
このような情勢の中で，当センターは政府開発援助や民間団体等が行う国際林業協力
への支援・促進，協力を支える人材の養成確保や情報の収集提供などを通じ，国際緑化
の推進を図ることを目的として設立されたものです。
このたび，当センターでは人材の養成確保対策の一環として林野庁の補助を受けて，
国際林業協力に参加する意志をお持ちの方々を「政府開発援助やNGOなどによる国際
林業協力」にふさわしい候補者として登録するたあの調査を行っています。
国際林業協力にご参加を希望する方は，ハガキか電話でご連絡ください。調査表をお
送りします。

財国際緑化推進センター（企画部）
〒112・文京区後楽1-7-12林友ビル
e03-5689-3450.3451

林業技術No.5981992.1
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伐倒された丸太は，外見上は健全

であっても，製材してから割れな

どの損傷が現れてまったく商品に

ならず，チップに回すのが関の山

とのことである。製材業を長年営

んでいる人々の原木を見る目は鍛

え抜かれているはずで，その目で

商売を続けてきたベテランが，丸

太の外見では判断がつかないとい

うから始末に負えない。今後かな

りの長期にわたって台風の進路下

にあった森林から産出される原木

は，取引上大きなハンディを背負

うことになり，直接の風倒損害と

相剰しての打繋は計り知れなく大

きい。

こうしたさまざまな重荷を背負

って越年した日本林業は，新しい

年を迎えてどう立ち直っていくの

だろうか。日本林業が安価な外国

産材に対抗して本当の意味での

｢業｣として成り立つのは容易なこ

とではない。昨年，行政は銅氷法

を改正し，民有林・国有林を包括

した森林の流域管理システムを導

農林鶏

この賭け，払戻しあるや否や

どなた様も新年明けましておめ

でとうございます。

昨年はわが国森林・林業，林産

業にとって厄年だったのかもしれ

ない。バブル経済がはじけたあお

りを食らって建築着工通が急激に

落ち込み，建設省の統計速報によ

ると，年間ベースで130万戸台だ

とか。平成2年の170万戸から一

挙に20％を超す大幅ダウンであ

る。当然のことながら材価は低迷

し，その影響をモロに林業が受け

るはめになった。それに追い打ち

をかけて外材の関税撤廃要求が執

勘に続く。重病人を裸にして寒風

にさらすの体である。まさしく気

息奄奄。こうしたさなかに強烈台

風が日本列島を縦断して森林を襲

い立木をなぎ倒し，林業基盤も破

壊し2,000億円にも及ぶ大災害を

被るはめになった。

昨年末に台風被災の林業地を訪

れる機会があり，地元の林業，木

材関係者から話を聞く機会があっ

た。林業地，木材産出地として著

名なこの地域の製材工場がいま原

木の確保に四苦八苦して捜し回っ

ているとのこと。つまり台風襲来

前に伐倒した原木を手当てするた

めであるが，もう在庫は底をつき

貴重材の扱いであるらしい。

強烈な風圧をまともに食らった

立木は，無残に倒れたものはもち

ろんだが，健気にも立ち残った木

でも用材としては使いものになら

ないものが多い。つまり台風後に

統的工芸品原材料，木炭等の木質

系燃料，さらには樹実類，山菜等

に至るまで，その種類はきわめて

多い。

近年，特用林産物の生産額は，

消費者の自然食品志向や本物志向

を背景とした需要の伸びに伴い増

加してきている。

ここ数年の生産動向を見ると，

総生産額の大半を占めるきのこ類

については，主要品目の乾しいた

け，生しいたけ等の生産がほぼ横

ばいであるのに対し，なめこ，え

のきたけ，ひらたけ等は伸びてい

る。また，非食用のものについて

は，代替品の進出等厳しい状況に

はあるものの，本物の良さが見直

されつつあり，桐材，木炭，竹材

I統識#重みる員本の林業’

伸びている特用
林産物の生産額

特用林産物は，しいたけ，なめ

こ，えのきたけ等のきのこ類をは

じめ，竹材，桐材，うるし等の伝
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目ヨ１１

昭和5657585960616263平成元2年

図．l特用林産物の生産額の推移

図．1,2とも資料：林野庁業務資料
注：昭和56年を100とした指数である
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入した。また，他産業に比べて

著しい遅れをとっている機械の

導入についても産，学，官が挙

げて高性能機械の開発を急いで

いる。さらに国産材流通が細い

パイプに加え量，質の面でも不

安定であることを早急に是正す

るための政策も打ち出されてい

る。そのいずれを取ってももっ

ともであり，実現を急がねばな

らない事柄であるが，肝心かな

めの1つが欠けている気がして

ならない。それは林業界，木材

業界ともに一致しての行動をど

う具現化するかではないだろう

か。今年はそのための元年と思

えてならない。

お役所が吹く笛に乗って，業

界の重い御神興が上がるかどう

か。皆さん，年末の払い戻しと

いうことで賭けてみませんか，

初夢に。
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：林政拾遺抄竹原塩田
冨

冨

胃かつて，北前船で北国の各地
目に運ばれた塩の主産地であった
胃広島県竹原市を，県の時光さん
目のご案内で歩いた。もはや塩田
卓

目の面影はまったく残っていない
幽

冒が，山のような関係資料は市立
畠図書館に大切に保管されていた。
目職員の方のご協力も得て，古い
目資料や文献をあさった。調べて
胃いくうちに，塩田と森林との関
冒係の深さをあらためて知った。
目まず驚いたのは，塩田の燃料

目（浜薪)として使われたマツ葉・
胃マツ薪の量は想像を超えたこと
目だった。竹原市史によれば，1
目っの釜屋の年間消費量を賄うに
目要するマツ林面積は約6,000
m

ghao釜屋数は宝暦年間には
■■

52,000余軒に及んだから,「まさ
目に膨大な塩田燃料の消費」だっ
旨たのである。
目第2に注目したのは，燃料の
胃枯渇が近世中期以降大きくなっ
§ていったことであった。後背地
目の山方から供給される燃料（高
冒瀬木と呼ばれていた）の確保の
目ため，慶安年間(17世紀初頭）
胃にはその地を「塩浜付｣地（竹
曽原塩田の燃料供給地）として指
§定し，同地の山の｢鎌留」（伐採
富
加

禁止）を命ずる藩令も出されて

いた。薪の供給事情が悪化した

のは19世紀初めの文化･文政の

ころで，薪問屋との薪取引上の

トラブルが増え，燃料価格も異

常に高騰して石炭燃料への転換

も進められた。

第3に興味を覚えたのは，薪

燃料の枯渇に伴い石炭燃料への

移行が進み，それが山方村と薪

問屋とのトラブルの原因となっ

たことであった。18世紀末の天

明3年の資料には,｢竹原塩浜方

が石炭焚きをしているので，奥

筋村々薪が売れなくなったとの

苦情が出たが，石炭焚きを留め

るわけにもいかないので困った

ことだ」との賀茂郡役所の悩み

も書き残されている。沖木と称

する他地方からの購入材も多か

ったが，それでも賄いきれなか

ったのであろう。

燃料供給地であった賀茂郡は，
現在もマツの主産地であるが，

荒廃山地も多く，治山事業の重

要な地方である。塩田の隆盛が

森林荒廃化の大きな原因となっ

たことを，以上の事実は示して

いる。

（筒井廸夫）

等の生産量は横ばい傾向で推移し

ている。

特用林産物のうち，主要な輸出

入品目である乾しいたけについて

見ると，近年，輸出量の減少と輸

入量の増加が続いており，平成2

年には輸入量が輸出量の約1．5倍

とその差が拡大している。

丸太の生産が減少している状況

の下で，特用林産物の生産は，そ

の生産額力琳業粗生産額の3分の

1強を占め，農林業以外に有力な

産業の少ない農山村地域における

重要な収入源として地域の発展に

貢献しており，安定的生産と価額

の安定に加え，生産コストの低減

と品質の向上，新たな需要の開拓

等を推進し，農山村地域の活性化

に結び付けていくことが重要とな

っている。
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;伊澤紘生の5時からゼミ 禁煙をよい，喫座を悪いと頭から

決めつけてしまうのは簡単だが，
ロ

p その前に,学生なんだから,もっと
，

喫煙のすすめﾌﾚｷｼブﾙに物事を考えてみた0

9

9ら，と勧めたんだ。例えば，喫煙
ロ

’「先生,今日の授業で学生たちにrじゃ，うそなんですか｡授業にをマナーと健康の問題に区別する。

;喫煙を勧めたそうですね」 出た皆もそう言ってます。タバコ前者を考えるときは，君たちが車

；「そんなことしてないよ」 を“ボケノン”ということも」 やバイクに乗ってまき散らす排気

；「だって,どの先生も授業で禁煙私が最近意識して攻撃的な授業ガスや授業中のおしゃべりも同一
リをやかましく教えているのに,よを試みているせいもあるのだろう視野に入れておかなくてはいけな
りリによって『道徳教育の研究』のが,こういった行き違いがしよっい｡健康について考えるときは’
1時間に"興座のすすめ"を力説しちゅう生ずる｡そのため,フリーﾀバｺの起源や人類文化史の中で
りたと,友だちから聞きましたよ」 タイムの夕方になって，また同じのタバコの位置を押さえる必要が

；『その友だち,君になんて言ってことをしゃべらされるはめになる。ある｡そのとき，ｺｶｲﾝやヘロ
ただ，誰義のように一方通行的でインなど麻薬とも比較しておいた;た?」

、「彼はタバコが好きで,ずっと肩なく，学生たちの感想をじかに聞ほうがいい。もう一方で，植物が

;身の狭い思いをしてきたけど,先けるし,議論もできるから教わるなぜそのような特殊な物質を生産
I生の講義を聞いて,これから朧大二とも多く,それを私はけつこうするようになったか,知ることも
;いばりでﾀバｺが吸えるって」 楽しんでいるところがある。重要だ｡それに,今はタバコの害が

L巽驚i翼~一一一壁竺雲堂堕鴬堂皇…雪篭二篭全雪雲雪2
韓溌韓綴:識:蕊露盤:殿 大正初期に学問的体系が整った訂版として出版されたが，内容的

謹醐細欝わが国の砂防工学は,はげ山の山には‘砂防工学』を基礎的なもの
海.:.:.:､無.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:､2...‘､

腹工事，海岸砂防工事から始まつとすれば，これをさらに発展させ■qD6Qe●

て崩壊，地すべり，土石流等の防て対応策を加え，充実させたもの

寮篶禦編撫繋繍謹篭鑿灘
特に好評を得た『砂防工学』(野的に解明し，土砂災害の防止技術

口陽一先生他8氏による共著）がを確立することにあるとしている。

新砂防工学出版されてからの約20年間においさらに自然環境の復元，整備を担
ては，砂防工学の発展は目覚ましく，う技術としてもとらえ，土砂災害

全分野を満足する著書が少なくな防止を達成するために，土砂の生

ってしまった。そのうえ，毎年の産,移動,堆積にかかわる自然科学

ように多くの土砂災害に悩まされ，と災害防止，回避を考慮した土地

学問的にも技術的にも解決されな利用のあり方などに関係する社会

ければならない問題が，まだまだ科学の両面からアプローチを試み

発行山積している状態である。このよており,本書の特徴といえる。本書
朝倉書店 うな時期に『新砂防工学』が出版の構成を示すと以下のとおりである。

〒162束京都新宿区新小川町6-29されたことは，まことに時期を得て1.侵食．堆積現象と土砂災害,2.
(aO3-3260-0141)

おり，多くの人,々の要望にこたえた日本における侵食・堆積現象発生1991年9月15日発行

A5判,193頁 出版であるといえる。『新砂防工場の特性と人間活動，3.日本にお

定価3,708円(本体3,600円）学』は，前述の『砂防工学』の改ける土砂・水災害と対策の歴史，

林業技術No.5981992.1
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ロ

1つだとすれば,あるいは有益り
な面があるかもしれないと考えり

てみる｡麻薬が悪いといっても,1
ﾓﾙﾋﾈは今やガﾝ患者の苦痛：
を和らげるために欠くべからざ；
る存在だからね｡例えば,君たI
ちが徹底的に調べ，喫煙がボケd

予防に統計的に有意なんていうI
結果が出たらどうする｡禁煙してI
70歳でボケて,さらに'0年生I
き長らえるか,喫煙して70歳でI
肺ガンであっさり死ぬか，そう。

なったら私たちが2,世紀をどI
う生きるかという価値観,人生1

0

観の問題にもなってくる……」j

私の番外ゼﾐは,それから国I
の福祉や国家財政の問題へと飛I
躍し，しばしば夜更けにまで及ﾛ

ロ

ぷ 。ｿ

（宮城教育大学教育学部教授)リ
ロ

室〆口〆一〆＝〆ｰ一一ヂーーーーゴー~~－

4.侵食の理論と土砂災害防止対策，

5.流域の土砂移動とその制御対策，

6.森林の災害軽減機能とその活用

法，7雪崩の理論と防止対策，8．

砂防施設の設計，施工，9.砂防工

学に必要な基礎知識と調査法

各章は，複数の執筆者が担当し，

治山・砂防工学に関する多くの専

門分野の研究成果を取り入れて内

容的にも充実している。中でも第

4章は表面侵食，崩壊・地すべり，

土石流，崩壊・土石流の予知と災

害回避策について10氏が執筆に

当たっており，特に力を入れて書

かれている章である。各大学でこ

の専門分野を講ずる27氏が執筆

者となって，大変理解しやすく書

かれており，学生の教科書として

ばかりではなく，治山，砂防に携

わる人々にとっても大いに参考に

なるものと確信している。

(森林総合研究所森林環境部・梁瀬秀雄）
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lir=lざ言刀

ワシントン条約

「絶滅のおそれのある野生動

植物の種の国際取引に関する条

約」の通称で，ワシントンで

1973年に採択され，1991年10

月現在,111カ国が締約してい

る。

インドゾウ，ダチョウ，シー
ラカンス，サボテン，ラン等の

動植物が国際取引の規制対象に

指定されている。生死を問わず，

識別できる部分や製品，種子，

卵にまで規制が及び，絶滅のお

それがあるもの(I類）の商取

引は原則禁止であり，取引を規

制しなければ絶滅のおそれがあ

るものとなるおそれがあるもの

(Ⅱ類)は輸出入等の許可が必要

である。

1992年3月，京都で条約見直

しのための締約国会議が開催さ

れる予定で，各国からの指定対

象提案が公表されている。クロ

マグロの提案については,「トロ

が食べられない」との新聞見出

しでご存じの方も多いと思われ

る。

今回，林業関係者が注目して

おくべきと思われることは，熱

帯林の保全について世界の関心

が高まっていることもあり，熱

帯産樹木3属と4種を新たに規

制対象にすべきとの提案が出さ

れていることである。

条約事務局（ローザンヌに本

部所在）も，これまでは動物へ

の意識が高かったｶ古，今後は植

物も動物と同等に重視されるこ

とになるだろうとして，大きな

関心を抱いている。

締約国会議では，提案された

種について，科学的知見に基づ

き絶滅のおそれがあるかないか

を論議することが求められてお

り，種の指定による経済上の影

響を論ずる場とはされていない。

最終的には，各国の多数決によ

って，指定対象が決められるこ

ととなる。

日本に対しても，科学的知見
に基づき立場を固めてほしい旨

の要請があり，植物のうち木本

類については，林野庁が「科学

当局」として絶滅のおそれの有

無を検討することとなっている。

以下，提案された樹木の一般

名，規制の程度，提案国，原産
地（分布）を紹介する。

★ラミン:II類，オランダ提案，

東南アジアに分布。★メルパオ

(属):II類，オランダ提案，東

南アジア，アフリカに分布。★
ブラジリアンローズウッド:I

類，ブラジル提案，ブラジルに

分布。★アフロルモシア:II類，

イギリス提案，西アフリカに分

布。★ケプラチョ:II類，アル

ゼンチン提案，アルゼンチンに

分布。★マホガニー（属):II

類，アメリカ，コスタリカ提案，
中南米に分布。★リグナムバイ

':II類，アメリカ提案，西イ

ンド原産。
（丸腹）

(この棚は編集委員が担当しています）

林業技術No.5981992.1
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複層林施業の意味とその対応

森林総研生産技術部藤森隆郎

機械化林業No.456

1991年11月pl～5

近年複層林施業が育成天然林施業

とともに行政的に推進されている。

それが良い結果に結び付くために

は，正しい知識とそれを踏まえた

判断力を必要とする。本文は，「複

層林施業の実際」についての特集

の中の一部である。

複層林は皆伐の欠点を避けると

いうことと，収穫の保続性を高め

るということが大きな利点であり，

これらを中心とした利点を求めて

行うものである。一方複層林施業

は，目的とする下木の樹種の生育

に必要な光環境を維持するための

管理技術が必要である。下木のあ

る状態で上木を伐採・搬出せねば

ならないという伐出技術を必要と

し，伐出のコスト高が伴う欠点を

有している。複層林施業が一般的

でないのは，この欠点を避けてき

たからである。しかし，皆伐を行

った後の一斉更新における多大な

下刈作業を軽減するために，ある

いは時代とともに増していく環境

保全的配慮などから，複層林施業

の評価と期待は高まっている。し

たがって，いかに複層林施業の利

点を多く発揮し，欠点を小さく抑

えていくかが技術的に求められる

重要な点である。

サクラのタネの取扱い法

森林総研多摩森林科学園

石井幸夫

林業技術No.5981992.1

林木の育種No.161

1991年10月p.7～12

森林総合研究所多摩森林科学園

には，貴重なサクラの種，品種を

約250種集めたサクラ保存林があ

り，今後さらに規模を広げ，サク

ラのジーンバンクとして利用する

予定である。そのためには，病虫

害防除等の技術の確立とともに，

品種の導入や更新に必要なサクラ

の増殖技術を確立する必要がある。

サクラの品種の増殖は，つぎ木

増殖による場合が多いため，つぎ

木による増殖技術は，ほぼ確立さ

れているが，実生増殖は不明な点

が多く，技術が確立されていると

は言い難い。しかし，その必要性

は高く，例えば，病気のないつぎ

木用台木を多量に生産する場合は，

実生増殖が必要である。また，交

配による品種の作出，品種の分化

や成因を明らかにするための交配

種の育成なども実生増殖を必要と

する。

以上の理由からサクラの実生増

殖技術を確立する必要があり，そ

の手始めとしてタネの取扱い方法

を検討したものである。

植生回復に伴うはげ山からの

侵食土砂の経年変化

森林総研関西支所

服部重昭・小林忠一

水利科学No.200

1991年8月p.1～36

荒廃林地に見られる緑被の形成

は，治山工事や砂防工事に依存す

るといっても間違いないであろう。

特に，はげ山の緑化は，緑化工に

負うところが大きく，裸地を植生

で早期に被覆し，侵食を防止する

という施工当初の目的は達成され

たと思われる。しかし，現在の林

相は，この地域の自然環境と緑化

の目的から見て，到達点にはなく，

まだ途中の段階にあると思われる。

今後，目標とする林相を設定し，

そこへ誘導する作業が必要である。

それには，これまでの林相推移に

伴う水土流出の変化実態や，土壌

の発達過程を把握し，その上に立

って，これからの保育，管理体系

を検討しなければならない。すな

わち，緑化工施工地における林相

変化と水土流出に関する長期にわ

たる実態調査が欠かせないと思わ

れる。

本報告では，瀬戸内沿岸地域の

代表的なはげ山があった岡山県南

部に位置する玉野市での試験結果

をケーススタディーとして取りま

とめている。ここに報告する成果

は，主として過去2回実施した研

究に基づくものである。

林産物市場開放下の森林資源

政策の展開

京都大学村罵由直

林業経済研究No.120

1991年11月p.10～17

林業基本法に基づき，初めて策

定された｢森林資源基本計画」（66

年）は，指向する人工林率を現状

の32％から56％に引き上げてい

くことを,さらに改定された73年

｢基本計画」でも54％と高い目標



を掲げた。森林資源造成が木材生

産の増大にとどまらず，公益的機

能の高度発揮や山村の活性化の要

件と位置づけられていた。

森林蓄積は70年代に入ると20

億㎡台に,90年には30億nfに達

した。齢級職成が若齢林に偏って

いることや，管理が行き届かない

森林が一部の地域で出ているが，

この蓄積の増加は高度成長期の資

源政策の一定の成果といえないこ

とはない。『･林業白書』は管理が適

正に行われるならば国産材時代が

近いと展望した。

しかし，低成長時代の林業を取

り巻く環境は，こうした展望を可

能にするものであるか。また，高

度成長末期に顕在化した森林開発

に伴う諸矛盾をどう克服し，さら

に森林に対する国民的要請をどの

ように政策化したか，本論文は，

低成長時代の森林資源政策・林業

政策を振り返るとともに，どう展

望しうるかを問題にする。なお，

この課題に入るまでに，外材体制

の新たな段階に触れている。

エクステリアウッド

森林総研木材利用部西村勝美

木材工業46-11

1991年11月p2～5

「エクステリアウッド」とは，広

義にとらえれば，住宅等建築物の

外構材をはじめ，枕木，電柱，土

木用仮設材，農林漁業用材のよう

な産業用資材，さらには道路・公

園施設など，屋外で使用される多

種多様な木材・木製品や工作物が

含まれよう。

最近では，生活水準の向上とも

関連して，個人の住宅回りに始ま

り，住宅地や商業地の快適な街づ

くり・環境づくり，そして公園・

レジャー・リゾート施設づくりな

どにおいても，木材が見直され，

使用先も広範囲になりつつある。

そこでは，木材の持つ温か味や柔

かさ，景観との調和を表現するよ

うな使い方が多くなってきている。

その意味では，今日でいう「エク

ステリアウッド」には，単に屋外

用途の木材ということではなく，

潤いのある住環境や自然環境を創

出するために使われる屋外用の木

材という意味合いが強くなってい

る。

本稿では，まずこのような「エ

クステリアウッド」の現状理解の

ために，その範囲と種類について

述べ，続いて需要の実態と特徴に

触れつつ今後の市場を展望してい

る。

森林相続の実態と問題点

前・東京農工大学岡和夫

山林No.1290

1991年11月p.2～13

ここ数年，相続税が森林経営に

及ぼす影響についての事態の深刻

さが認識され，実態の解明のため

の調査が行われるとともに，森林

相続税制改善の政策的取り組みが

関係者によって行われ，一定の成

果を得ている。

昭和63年度および平成元年度

の2度にわたり，林野庁によって

保有林地面積が5ha以上である

林家を対象にしてr林家の森林承

継の現状と意向調査」が実施され

た｡調査林家数は昭和63年度調査

が324戸,平成元年度調査が99戸

であり，かなり多い。またこの調

査結果の取りまとめ調査を平成2

年度に林政総合調査研究所が林野

庁の委託により行っている。筆者

がこの委託調査の調査委員会の座

長を務め，それを通して，かつて

大規模経営について行った調査結

45

果を検証したり，その際に得た知

見を補完したことに基づいて，森

林相続の実情の一端を述べたもの

である。

フィリピン最近林業事情一

熱帯林の保全と開発のジレン

マ

フィリピン・パンタバンガン林業開

発プロジェクト増子博

熱帯林業No22

1991年9月p.39～43

熱帯林の加速的な減少に対して，

地球の環境問題としての危機的な

認識が国際的にも高まっている。

フィリピンにおいても，近年，

環境問題に対する国民の関心が急

速に高まりつつある。というのは，

フィリピンはかつては国土の過半

が原生的熱帯林で覆われていたが，

特にこの数十年の間にさまざまな

形で森林破壊が行われた結果，森

林の現状は環境保全にしる森林生

産の持続的経営にしても，すでに

ギリギリのところまできていると

いうことが，だれの目にもはっき

りとわかるからである。

いうまでもなく，熱帯林問題の

難しさ，根深さは熱帯林の大半が

開発途上国にあって，増大し続け

る人口と依然とした貧困の中で，

人々の生きるための手段としての

略奪的な森林の利用がなされてい

るという現実を持っているという

ことにほかならない。

フィリピンは，最近の国内にお

ける森林の保全か開発かを巡るマ

スコミ，議会などでの論争を見れ

ば，まさにこの現実のためにきわ

めて困難なジレンマに陥っている

といわなければならない。

林業技術No,5981992.]
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いて，ビデオ：「よみがえる大地」

｢よみがえる邪馬台国｣を上映。後

に懇談会を行った。

われた。

|協会のうごき
◎寄贈

昨年12月16日，当協会の隣人

である千代田区立番町小学校の創

立120周年のお祝いとして，森

林・林業関係出版図書，協会撮影

の四ツ谷周辺航空写真（拡大図）

を寄贈した。

◎常務理事会

平成3年度常務理事会を次のと

おり開催した。

日時：平成3年12月18日

場所：当協会5階会議室

議案：平成3年度の会務運営

◎調査研究部関係業務

1．11月30日～12月2日，水源

地森林機能研究会現地検討会を，

山形県内にて開催した。

2．12月20～21日，三遠南信地

域整備計画調査第2回委員会を，

静岡県天竜市にて開催した。
◎海外派遣

1．11月23日～12月7日，森林

資源管理計画調査のため田口主

任研究員（団長）をチリ国へ再

度派遣した。

2．12月12～22日，大規模森林

回復技術二次調査のため，伏見

理事，国際事業部久道課長をイ

ンドネシア国へ派遣した。

3．12月10～22日，「次期森林資

・源調査システム開発調査」の海

外実情調査のため，小林顧問を

スエーデン，スイス，カナダ，

アメリカの4カ国に派遣した。

平成4年1月10日発行
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◎技術開発部関係業務

12月9日，森林活力調査第2回

委員会を，当協会において開催し

た。

◎紺綬褒章を受章

当協会は昨年4月，公益のため，

緑と森の森林基金に対し，国土緑

化推進機構を通じて寄金を行った

が，この功績を認められ，昨年12

月4日，内閣総理大臣（林野庁長

官より伝達）から「紺綬褒章」が

鈴木理事長に授与された。

なお，引き続いて衆議院議長公

邸において，同機構会長である桜

内義雄議長から感謝状の授与が行

RINGYOGIJUTSU

publishedby
JAPANFORESTTECHNICAL

ASSOCIATION

TOKYOJAPAN◎番町クラブ

12月13日，当協会会議室にお
〔普通会普3,500円・終身会費(個人)30,000円〕
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B6判230頁1,500円(〒260)

大金永治編著

森林資源の再生産と環境に関する総論に加

え、施業・技術をめく･る21篇の個別的研究

を収録./

A5判350頁3,000円(〒310)L－

|日本林業調査会
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KADEC
全天候型データ肥錐装慨KADEC-Uシリー

ズは､過酷な環境ドでもそのまま野外に瞳いて

使用できる小型の高性能テ鬼一タロガ－て魂

南極の昭和盤地からアフリカの砂漠地裕まで

の厳しい使用環塊への納入実織がその偏頼

性を柾IりIしていま魂

既好の各センサを無駄にすることがなく､また是

期無人観測が可能なため､抜群のコストパフォー

マンスで先進の観測システムを爽魂しま魂
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■KADEC-Uシリーズの用途

気象観測:温度､湿度僻点､風向､風速､日蝿･M射、

櫛蘇､爾駄気雁商度.|隙1金測温抵抗体

水文計測:水位､水簡(PHWI･)､流速慌賦潮位波I高
上木計測:沈降沈下､水分(燕発砺|･)､ひずみ、
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ム/ノーマルﾌﾟﾗﾑﾗｲﾝ装識外部測俄機材測水/楕密冴響測深機､デジタル流速計測1,t/光
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波測距鮭川気象観測セット､小型l'll光器､l'11照器､水準測量用電卓､水準測最川プリンタ､測競川

六分機､マイクロメータ､謙1:分哩雌デジタル而縦測定器/PLANIXシリー式エリアラインメータ
航i嫁|器/航海川,‘《分鵬デジタル航法則･猟機
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土の旧O不思議
●森林総合研究所，農業環境技術研究所，
震業研究センターほか85名による執筆

土も，水や空気と|閲jじように，身近にありすぎて，ふだん

その存在や役剖に注目することはありません。

しかし，‘･慨なる大地"というように，私たちの暮らしのほ

とんどは土に依存しています。その土を酷使すれば肥沃な耕

地も不毛の荒野と化すことは雁史の教えるところです。

土とは何か。土の不忠誠な働きと土をめぐるさまざまな事

象を知ることは．地球喋境を考えるうえでも重要です。
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森の虫の旧O不思議
●森林総合研究所，都道府県林業研究機関
農業環境技術研究所，大学ほか73名によ
る執筆
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「一寸の虫にも五分の魂｣というように，無意味に動き回っ

ているように見える虫たちにも，それぞれの生き方があり，

擢吻やほかの動物と密接なI刈係を保って暮らしています。

それらの虫の存在や行動が自然界のなかでどんな意味をも

っているのか，私たち人間とどんなかかわりがあるのかを知

ることは，自然と人間のかかわり方が大きな問題になってい

る昨今，非常に大jjfなことだと思われます。
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	表1

	表2

	1992年01月号目次

	新年のごあいさつ

	森林･林業と山村の明日へ_あとは野となれ山となれ？

	森林･林業と山村の明日へ_都市の論理があるならば

	森林･林業と山村の明日へ_村おこしの観点から森林政策に望むこと

	森林･林業と山村の明日へ_山村問題のグローバルな視点

	森林･林業と山村の明日へ_山村人口を維持するために-山村に新しい概念を

	森林･林業と山村の明日へ_都市ネットワーク時代の山村生活圏と中心集落

	森林･林業と山村の明日へ_国土の均衡ある発展と中小都市圏の振興

	森林･林業と山村の明日へ_都市とグリーンナイゼイションの時代

	手をかけない育林技術の可能性

	森へのいざない-親林活動をサポートする21_ネイチャーゲーム(4)-プログラムのたてかた

	木の名の由来46_ジャヤナギとフリソデヤナギ

	風土と薬用植物10_春の目覚め，七草粥

	森への旅34_タスマニアのレイン・フォレスト

	第38回森林・林業写真コンクール優秀作品(白黒写真の部)紹介

	林業関係行事一覧

	農林時事解説_この賭け，払戻しあるや否や／統計にみる日本の林業_伸びている特用林産物の生産額／林政拾遺抄_竹原塩田
 
	伊澤紘生の5時からゼミ_喫煙のすすめ／本の紹介_新砂防工学／こだま_ワシントン条約
 
	Journal of Journals
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